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要  約 
 

 ‘はれわたり’は，（地独）青森県産業技術センター農林総合研究所において，熟期が「やや早」で，栽培特

性が優れる極良食味品種の育成を目標に，‘青系169号’を母，‘青系170号’を父として2009年に人工交配を行

い，その後代から育成された品種である。2015年から‘青系196号’の系統名で「あおもり米優良品種の選定試

験（水稲奨励品種決定調査）」に供試した結果，有望と認められたため，2021年10月に‘はれわたり’の名称で

品種登録出願を行い，同年4月に青森県水稲奨励品種に指定され，2026年3月に品種登録された。 ‘はれわた

り’の出穂期及び成熟期は‘まっしぐら’並で，熟期は「やや早」に属する。草型は「偏穂重型」で，稈長は

「中」，耐倒伏性は「やや強」である。穂孕期の障害型耐冷性は「やや強」で，いもち病圃場抵抗性は葉いもち

が「強」，穂いもちが「かなり強」である。収量性は‘まっしぐら’並かやや低く，玄米品質は‘まっしぐら’

より優れる「上中」で，胴割粒の発生が少ない。白米アミロース含有率がやや低く，食味は‘まっしぐら’より

優れる「上中上」である。 
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Ⅰ．はじめに 

 

 本品種は，地方独立行政法人青森県産業技術セン

ター農林総合研究所において育成され，2021年10月
に‘はれわたり’の名称で品種登録出願を行い，

2022年4月に青森県水稲奨励品種に指定され，2026
年3月に品種登録された。ここに，本品種の来歴や

育成経過並びにその特性について報告する。  
 本品種の育成に関し，特性検定試験，奨励品種決

定基本調査，育成地間相互交換系統適応性検定試験

を実施していただいた関係各機関及び担当者各位，

‘はれわたり’の早期普及に不可欠であった栽培マ

ニュアルの作成に関わった農林総合研究所研究員の

方々に厚くお礼申し上げる。また，現地試験（あお

もり米優良品種選定現地適応性検定試験）の実施に

際しては，担当生産者及び農業普及振興室担当者か

ら多大なご助言とご協力をいただいた。さらには県

の新品種プロジェクト事業の推進にあたり，青森県

農林水産部の関係者各位，農業団体及び現地試作ほ

生産者各位には，多大なご助言，ご助力をいただい

た。ここに深く感謝の意を表する。 

 

 

Ⅱ．育成の背景及び育種目標 

 

 青森県では主食用良食味品種として‘つがるロマ

ン’７）が1996年に奨励品種に指定され，基幹品種

として広く作付けされてきたが，温暖化の進行によ

る登熟期の高温により，胴割粒の多発による品質低

下が認められたことなどから，年々作付面積が減少

してきた。そのため，業務用品種である‘まっしぐ

ら’４）の作付偏重に拍車がかかり，生産・販売両

面でのリスクが高まっていた。また，2014年に育成

された極良食味品種である‘青天の霹靂’３）は栽

培地域が限定されているため，‘青天の霹靂’を作

付けできない地域の生産現場からは，新たな良食

味・高品質米生産が可能な品種が求められていた。  
 農林総合研究所では，このような状況をふまえ，

胴割粒の発生が少ない等栽培特性が優れ，県内どこ

の地域でも良食味・高品質米の生産が可能な品種開

発を進めてきた。‘はれわたり’は，熟期が「やや

早」で，栽培特性が優れる極良食味品種の育成を目

標に，‘青系169号’を母，‘青系170号’を父とし

て人工交配を行い，その後代から育成した品種であ

る。図1にその系譜を示した。
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図１ ‘はれわたり’の系譜 



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

Ⅲ．育成経過 

 

 育成経過を表1に示した。以下に各世代における

選抜の概要を述べる。  
１．交配（2009年） 

 地方独立行政法人青森県産業技術センター農林総

合研究所において，‘青系169号’を母，‘青系170
号’を父として温湯除雄法により人工交配を行い，

42粒の種子を得た。母本となった‘青系 169号’

は，「中」熟期の極良食味系統だが，胴切れ米の発

生が見られた。父本となった‘青系170号’は「や

や早」熟期で栽培特性が優れる極良食味系統であっ

たが，高温年に白未熟粒の発生が多く見られた。ど

ちらも欠点を持っていたが極良食味系統であったた

め，互いの欠点を補いつつ，良食味性の集積を狙っ

た交配であった。  
２．Ｆ１世代（2009年） 

 冬期に温室内で10個体を世代促進栽培し，Ｆ２種

子を採種した。  
３．Ｆ２・Ｆ３世代（2010年） 

 春期にＦ２世代約2,500個体，夏秋期にＦ３世代約

2,000個体を温室内で世代促進栽培し，Ｆ４種子を採

種した。  
４．Ｆ４世代（2011年） 

 採種した種子を35 g播種し，約1,000個体を圃場

に１株１本植えで移植し，個体選抜を実施した。立

毛観察での熟期割合は「やや早」個体が 70 %，

「中」個体が 30 %であった。稈長は「短」から

「中」まで分離し，分離程度は「小」で，籾は少な

めだが短強稈個体が多く，組合せ全体の立毛評価は

「○（良）」であった。草型，登熟性等をもとに，

圃場で293個体を選抜し，更に，この選抜個体につ

いて室内で玄米の品質調査を行い，71個体を選抜

し，次年度の系統種子とした。玄米品質の評価は，

溝が深く，皮厚のものや乳白の発現が多く，「△×

（やや不良）」であった。  
５．Ｆ５世代（2012年） 

 前年度選抜した71個体を71系統として，１系統26
個体ずつの系統栽培としたほか，障害型耐冷性及び

葉いもち病抵抗性検定に供試した。系統全体の立毛

評価は「△○（やや良）」で，熟期は「やや早」～

「中」に分布，稈長は「やや短」～「中」に分布

し，稈質は強く，良型の系統が多かったが，白ふが

散見された。圃場での立毛選抜では27系統を選抜し

たが，玄米品質が劣る系統が多かった。  
固定度，草型，熟期，障害型耐冷性，葉いもち病

抵抗性，玄米品質などを総合的に検討した結果，3
系統を選抜し，各系統から3個体ずつ選抜し，次年

度の系統種子とした。系統番号‘12PL409’（後の

‘はれわたり’）の評価は「○（良）」で，熟期は

「中」で，稈長は「中」，稈質はやや強く，収量性

は中庸で，耐冷性は「やや強」以上，葉いもち病抵

抗性は「強」と評価された。玄米品質は‘まっしぐ

ら’，‘つがるロマン’より優れ，良質であった。  
６．Ｆ６世代（2013年） 

 前年度選抜した3系統9個体を3系統群9系統とし

て，１系統60個体ずつ系統栽培したほか，生産力検

定予備試験，いもち病抵抗性，障害型耐冷性，穂発

芽性などの特性検定試験に供試した。  
特性を総合的に検討した結果，いもち病抵抗性，

耐冷性及び食味が優れる 1系統を選抜し，‘黒

2522’の系統番号を付して，次年度も検討を継続す

ることとし，系統群1系統より5個体を選抜した。  
後の‘はれわたり’となる‘黒2522’の評価は「△

○（やや良）」で，稈長はやや長いが稈質が強く，

収量性は‘まっしぐら’にやや劣り‘つがるロマ

ン’並，障害型耐冷性は「やや強」～「強」，いも

ち病抵抗性は葉いもちが「かなり強」，穂いもちが

「強」で，玄米品質は‘つがるロマン’並，食味評

価は良好であった。  
７．Ｆ７世代（2014年） 

 前年度選抜した1系統5個体を1系統群5系統とし

て，1系統60個体ずつ系統栽培したほか，生産力検

定本試験，特性検定試験及び系統適応性検定試験に

供試した。農林総合研究所藤坂稲作部（十和田市）

における系統適応性検定試験では，‘黒2522’の出

穂期は‘まっしぐら’並，稈長はやや長く，玄米収

量は‘まっしぐら’より4ポイント多く，玄米品質

はやや優れ，有望度は「△○（やや良）」，概評は

「多収」であった。また生産力検定本試験における

食味評価は極めて良好であった。  
諸特性を総合的に検討した結果，‘黒2522’を有

望と判断し，‘青系196号’の地方番号を付して，

奨励品種決定調査への配付を開始することとした。  
８．Ｆ８世代（2015年）以降 

 前年度に引き続き，系統栽培，生産力検定本試験

及び特性検定試験等の育成試験を継続するとともに

あおもり米優良品種の選定基礎試験及び現地試験

（水稲奨励品種決定基本調査及び現地調査）に供試

され，青森県内での地域適応性等奨励品種候補とし

ての検討が開始された。また，2018年からは，県重

点推進事業である，「あおもり米新品種導入に向け

た現地実証試験」により，津軽地域6か所，県南地

域3か所で現地試験を実施し，収量性等の特性調査

を行うとともに，（一財）日本穀物検定協会に食味

試験を依頼した他，県内外の実需者等への食味アン

ケートを行った。その結果，炊飯米につやがあり，

食味は柔らかく，粘りが強く，‘つがるロマン’に

優るとの意見が多かった。さらに栽培面では，耐倒

伏性や耐冷性，耐病性が優れることに加え，胴割粒
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の発生が極めて少ないことが明らかになったことか

ら，‘つがるロマン’に替わる極良食味品種とし

て，2021年2月に青森県の認定品種（奨励品種の指

定前において市場調査を行うために試作する品種）

に指定され，あおもり米優良品種の選定試験の他，

新たな県重点事業「あおもり米新品種スタートダッ

シュ事業」において試験を継続した結果，良好な栽

培特性と良食味性が確認された。以上の経過を経

て，2022年4月に青森県の奨励品種に指定された。  
 本品種の育成は，雑種第14代（Ｆ１４世代）で完

了し，育成に要した年数は13年である。なお，本品

種は‘はれわたり’の名称で2021年10月に種苗法に

基づく品種登録を出願し， 2026年 3月に品種登録

（登録番号第31625号）された。

 

表１ 育成経過 

 

 

Ⅳ．特性の概要 

 

１．形態的特性  
 ‘はれわたり’の育成地における形態的特性は，

表2～5に示すとおりである。なお，記載する特性の

階級値は育成時の評価であり，付表2に示す品種登

録時の階級値とは異なるものがある。  
 移植時の苗丈は‘まっしぐら’よりやや短く，

‘つがるロマン’より長い「やや長」，葉色は‘ま

っしぐら’よりやや濃く，‘つがるロマン’より淡

い「やや淡」である。稈長は‘まっしぐら’  より

長く，‘つがるロマン’並の「中」，穂長は‘まっ

しぐら’  ，‘つがるロマン’よりやや短く，穂数

は両品種並，草型は「偏穂重型」の粳種である。傾

穂が他品種より遅い傾向があるが，止葉は直立し，

草姿は良好である（写真4，5）。稈は‘つがるロマ

ン’よりやや太く‘まっしぐら’並の「太」で，稈

質は‘つがるロマン’よりやや強く‘まっしぐら’

並の「剛」である。耐倒伏性は‘つがるロマン’よ

り強く‘まっしぐら’よりやや弱い「やや強」であ

る。着粒密度は「やや密」で，籾には短芒を「中」

程度生じ，ふ先色は「白」，穎色は「黄白」，脱粒

性は「難」である。玄米の形は‘まっしぐら’  ，
‘つがるロマン’と同じ「長円形」に属し，長さは

‘まっしぐら’  ，‘つがるロマン’よりやや短い

が同じ階級の「中」，粒幅，粒厚も‘まっしぐ

ら’  ，‘つがるロマン’並の「中」で，大小は

「中」である。（表4,5，写真6）。  

年次・世代 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

 項目 交配 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９ Ｆ１０ Ｆ１１ Ｆ１２ Ｆ１３ Ｆ１４

PL369 T165

青交 ～4151

09-9 F1-9 BF2-7 BF3-7 Se-5 397 4152

4153

～

T166  黒2522 青系196号

4154 3101 3011 3006 3001 3001 3001 3001

409 4155 ～3012 ～ ～

4156 3103 3008 ～～3003

～ ～ ～3004

T167 3105 3015 3010 3005 3005 3005 3005

4157

435 4158

4159

～

439

系統群数 3 1 1 1 1 1 1 1

系統数 71 9 5 5 5 5 5 5 5

個体数 42ｙ） 10 2,500 2,000 1,000   26ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）  60ｚ）

系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1

系統数 3 1 1 1 1 1 1 1 1

個体数 10 2,500 2,000 71 3 5 5 5 5 5 5 5 5

集団 個体 系統 黒2522 青系196号 品種名

養成 選抜 選抜 生産力 はれわたり

検定 あおもり米 命名

優良品種選定

注． は選抜系統を示す。ｙ）は結実粒数，ｚ）は１系統内の個体数。

はれわたり

～

備　考

供試

選抜

～

～

　交配・集団・

　系統番号

（組合せ）

青系169号/
青系170号

2009 2010
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表２ 形態的特性（生産力検定試験，育成地，2013～2020年） 

項目 葉の緑色 後期の止め

品種名 苗丈 葉色 太さ 剛柔 の濃淡 葉の姿勢 多少 長短

は れ わ た り やや長 やや淡 太 剛 やや淡 立 中 短

ま っ し ぐ ら やや長 やや淡 太 剛 やや淡 立 少 極短～短

つ が るロ マン 中 中 やや太 やや剛 中 立 中 短

移植時 稈の 芒の

 

項目 ふ先色 穎色 着粒 脱粒

品種名 密度 難易 長さ 幅 大小 形

は れ わ た り 白 黄白 やや密 難 中 中 中 長円形

ま っ し ぐ ら 白 黄白 やや密 難 中 中 中 長円形

つ が るロ マン 白 黄白 やや密 難 中 中 中 長円形

玄米の

 
 

 

 表３ 生育調査（生産力検定試験，育成地） 

施肥 試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 　 倒伏ｚ）

品種名 程度
条件 年次 (月.日) (月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡) （0-5）

は れ わ た り 2013 8.02 9.11 80.8 17.3 386 0.0
2014 8.01 9.16 81.8 16.5 432 0.0
2015 8.02 9.14 79.2 16.8 489 0.0
2016 8.03 9.10 75.5 17.1 414 0.0
2017 8.02 9.15 78.3 17.6 416 0.0
2018 8.02 9.16 78.0 18.6 387 0.3
2019 8.02 9.11 71.9 17.0 441 0.0
2020 8.03 9.09 79.9 17.2 392 0.0

平均1ｘ） 8.02 9.12 78.2 17.3 420 0.0

平均2ｙ） 8.02 9.13 77.8 17.3 424 0.0

ま っ し ぐ ら 2013 8.01 9.11 74.1 18.3 374 0.0
2014 8.02 9.18 79.0 18.0 436 0.0
2015 8.02 9.16 75.8 18.0 500 0.0
2016 8.03 9.12 71.9 17.3 413 0.0
2017 8.02 9.16 75.6 18.4 399 0.0
2018 7.31 9.14 73.5 18.7 382 0.0
2019 8.01 9.10 68.2 17.2 458 0.0
2020 8.02 9.09 74.9 17.5 430 0.0

平均1ｘ） 8.01 9.13 74.1 17.9 424 0.0

平均2ｙ） 8.01 9.13 74.1 17.9 431 0.0

つ が る ロ マ ン 2013 8.02 9.11 82.4 18.8 367 0.0
2014 8.03 9.18 87.6 17.7 429 0.8
2015 8.03 9.16 81.1 18.0 484 0.5
2016 8.04 9.11 74.9 17.6 413 0.8
2017 8.04 9.15 77.9 18.2 411 0.0
2018 8.02 9.15 79.8 18.7 369 0.0
2019 8.02 9.11 73.5 17.7 434 0.0
2020 8.03 9.07 80.4 18.5 418 0.0

平均1ｘ） 8.02 9.13 79.7 18.2 416 0.3

平均2ｙ） 8.03 9.13 79.3 18.1 423 0.3

青 天 の 霹 靂 2013 - - - - - -
2014 8.04 9.16 82.4 18.4 399 0.0
2015 8.03 9.15 75.4 18.6 471 0.0
2016 8.06 9.10 70.1 18.1 410 0.0
2017 8.04 9.15 73.9 18.4 374 0.0
2018 8.04 9.15 74.0 19.3 392 0.0
2019 8.04 9.10 69.8 17.7 448 0.0
2020 8.04 9.07 74.7 18.2 411 0.0

平均1ｘ） - - - - - -

平均2ｙ） 8.04 9.12 74.3 18.4 415 0.0

標肥ｖ）
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注．ｖ）標肥（窒素成分）：基肥0.6＋追肥0.2 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
  ｗ）多肥（窒素成分）：基肥1.0＋追肥0.2 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
  ｘ）平均1：2013～2020年の平均。 ｙ)平均2：2014～2020年の平均。 ｚ) 0（無）～5（甚）。 

表４ 玄米の粒形（生産力検定試験，育成地） 

注．生産力検定試験標肥区，1.9 mm以上の玄米を40粒供試，2反復調査。 

試験 粒長 粒幅 粒厚 粒長/粒幅 粒長×粒幅
年次 (mm) (mm) (mm)

は れ わ た り 2016 5.17 2.81 2.10 1.84 14.53
2017 5.20 2.90 2.11 1.79 15.08
2018 5.16 2.88 2.10 1.79 14.86
2019 5.12 2.84 2.10 1.80 14.54
2020 5.16 2.83 2.11 1.82 14.60
平 均 5.16 2.85 2.10 1.81 14.72

ま っ し ぐ ら 2016 5.27 2.80 2.12 1.88 14.76
2017 5.28 2.88 2.09 1.83 15.21
2018 5.25 2.92 2.09 1.80 15.33
2019 5.17 2.81 2.11 1.84 14.53
2020 5.23 2.80 2.10 1.87 14.64
平 均 5.24 2.84 2.10 1.84 14.89

つがるロマン 2016 5.20 2.84 2.11 1.83 14.77
2017 5.32 2.90 2.07 1.83 15.43
2018 5.18 2.94 2.09 1.76 15.23
2019 5.08 2.82 2.11 1.80 14.33
2020 5.15 2.82 2.13 1.83 14.52
平 均 5.19 2.86 2.10 1.81 14.86

品種名

施肥 試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 　 倒伏ｚ）

品種名 程度
条件 年次 (月.日) (月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡) （0-5）

は れ わ た り 2014 8.03 9.21 97.8 17.4 552 0.8
2015 8.05 9.18 88.7 17.6 539 0.3
2016 8.04 9.14 84.3 17.0 543 0.5
2017 8.05 9.23 86.0 17.6 505 0.8
2018 8.04 9.21 86.1 18.5 457 0.0
2019 8.03 9.15 81.6 17.9 507 0.0
2020 8.03 9.18 78.2 17.4 501 0.0
平均 8.04 9.19 86.1 17.6 515 0.3

ま っ し ぐ ら 2014 8.02 9.22 88.9 18.3 563 0.0
2015 8.04 9.18 82.3 18.1 575 0.0
2016 8.04 9.22 80.5 17.7 556 0.0
2017 8.05 9.28 83.3 18.3 590 0.3
2018 8.02 9.21 79.9 19.2 463 0.0
2019 8.02 9.20 78.1 17.7 562 0.0
2020 8.02 9.18 75.7 17.8 509 0.3
平均 8.03 9.21 81.2 18.2 545 0.1

つ が る ロ マ ン 2014 8.04 9.22 99.2 18.9 526 2.8
2015 8.05 9.21 88.5 18.6 557 3.3
2016 8.05 9.20 87.7 18.0 591 1.8
2017 8.07 9.25 93.2 19.6 567 2.5
2018 8.05 9.22 90.4 19.9 446 1.0
2019 8.03 9.16 82.5 19.2 541 0.3
2020 8.03 9.14 82.6 18.4 493 0.8
平均 8.05 9.20 89.2 18.9 532 1.8

青 天 の 霹 靂 2014 8.05 9.19 94.2 19.2 533 0.0
2015 8.05 9.18 80.7 19.1 516 0.0
2016 8.06 9.14 80.7 18.7 552 0.5
2017 8.07 9.25 83.7 19.0 489 0.5
2018 8.04 9.19 82.4 19.6 437 0.0
2019 8.03 9.19 79.5 18.8 552 0.0
2020 8.05 9.15 74.5 18.2 505 0.0
平均 8.05 9.18 82.2 18.9 512 0.1

多肥ｗ）

表３ つづき 
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注.下線はモードを示す。 生産力検定試験標肥区の玄米を200 g，2反復調査。 
 
２．生態的特性  
(1) 早晩性  
 出穂期は‘まっしぐら’より1日程度遅く，成熟

期は並かやや早く，熟期は「やや早」に属する（表

3）。  
(2) いもち病抵抗性  

育成地において，ガラス室内で8菌株の胞子懸濁

液を幼苗に噴霧接種し，その発病反応から真性抵抗

性遺伝子型の推定を行った。その結果，‘はれわた

り’の真性抵抗性遺伝子型は「Pia，Pii」と推定さ

れた（表6）。  
表7に育成地の葉いもち圃場抵抗性検定結果を示

した。‘はれわたり’の葉いもち圃場抵抗性は‘つ

がるロマン’より強く，‘まっしぐら’並の「強」

と判定された。  
表8に育成地の穂いもち圃場抵抗性検定結果を示

した。‘はれわたり’の穂いもち圃場抵抗性は，

‘まっしぐら’  ，‘つがるロマン’より強い「か

なり強」と判定された。  
(3) 耐冷性  

表9に育成地における穂孕期の障害型耐冷性の検

定結果を示した。‘はれわたり’の穂孕期の障害型

耐冷性は‘まっしぐら’  ，‘つがるロマン’より

強い「やや強」と判定された。なお，2013～15年
は ,現在「強」の基準品種として使用されている

「みなゆたか」が供試されていなかったため，「ふ

系PL2」を「強」の基準品種として使用した６）。  
 

   
 

表６ いもち病真性抵抗性遺伝子型の推定（育成地） 

 

表５ 玄米の粒厚分布（生産力検定試験，育成地） 

試験 品種名

年次 >2.2mm >2.1mm >2.0mm >1.9mm <1.9mm 1.9mm以上

は れ わ た り 8.6 24.3 46.7 16.4 4.0 96.0

ま っ し ぐ ら 7.3 23.2 48.3 17.5 3.7 96.3

つが るロ マン 8.7 22.4 45.4 18.2 5.3 94.7

は れ わ た り 11.4 56.1 20.6 7.5 4.4 95.6

ま っ し ぐ ら 9.5 58.5 22.0 6.6 3.4 96.6

つが るロ マン 14.2 54.7 19.8 7.0 4.3 95.7

は れ わ た り 5.4 20.1 46.6 22.0 5.9 94.1

ま っ し ぐ ら 5.2 21.5 50.5 19.3 3.5 96.5

つが るロ マン 5.2 19.2 48.4 21.3 5.9 94.1

は れ わ た り 7.7 50.8 29.1 9.2 3.2 96.8

ま っ し ぐ ら 13.3 50.4 26.3 7.9 2.1 97.9

つが るロ マン 10.5 53.6 25.7 7.3 2.9 97.1

は れ わ た り 20.5 54.6 18.3 4.6 2.0 98.0

ま っ し ぐ ら 17.1 59.7 18.1 3.7 1.4 98.6

つが るロ マン 14.0 55.0 21.5 6.4 3.1 96.9

2020

2016

2017

2018

2019

粒厚分布（重量％）

注．噴霧接種法による。表中のＳは罹病性反応，Ｒは抵抗性反応。 

品種名 95Mu-29 長65-386 稲86-137 NaD-02 稲93-3 GFO-58-1-1 TH87-06-1 青92-06-2 推定

又は系統名 ［003.2］［035.2］ ［007］ ［033.1］ ［301］ ［303.4］ ［137.3］ ［337.1］ 遺伝子型

は れ わ た り Ｒ Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Pia,Pii

新 ２ 号 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ ＋

ム ツ ホ ナ ミ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Pia

藤 坂 ５ 号 Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Pii

関 東 51 号 Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Pik

ツ ユ ア ケ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Pik-m

フ ク ニ シ キ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Piz

ヤ シ ロ モ チ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Pita

Pi No. ４ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Pita-2

と り で １ 号 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Piz-t

Ｋ ６ ０ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Pik-p

Ｂ Ｌ １ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｒ Pib

Ｋ ５ ９ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ Pit

接種菌株名［レースのコード番号］
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表７ 葉いもち圃場抵抗性検定（育成地）

推定
品種名 遺伝 発病 判定 発病 判定 発病 判定 発病 判定

子型 程度 程度 程度 程度
は れ わ た り Pia,i 4.6 かなり強 4.5 強 5.0 やや強 3.4 強
ま っ し ぐ ら Pia,i 5.4 強 4.4 強 4.4 強 3.1 強
ヨ ネ シ ロ Pii 6.0 やや強 5.2 やや強 5.3 やや強 4.3 やや強
つ が る ロ マ ン Pia,i 6.3 中～やや強 5.1 やや強 4.8 やや強 3.8 やや強
藤 坂 ５ 号 Pii 6.8 中 5.3 やや強 4.8 やや強 5.1 中
ゆ め あ か り Pia,i 7.4 やや弱 6.6 やや弱 6.8 弱～やや弱 6.3 やや弱
イ ナ バ ワ セ Pii 7.8 弱 7.0 弱 7.1 弱 7.3 弱
五 百 万 石 Pii - - 7.8 かなり弱 7.3 弱 6.7 やや弱

推定 平均 総合
品種名 遺伝 発病 判定 発病 判定 発病 判定 発病

子型 程度 程度 程度 程度 判定
は れ わ た り Pia,i 4.9 かなり強 4.3 強～かなり強 4.2 強 4.2 強
ま っ し ぐ ら Pia,i 5.5 強 4.6 強 4.3 強 4.5 強
ヨ ネ シ ロ Pii 5.8 やや強～強 5.0 やや強 4.0 かなり強 5.1 やや強
つ が る ロ マ ン Pia,i 6.3 中～やや強 5.2 やや強 4.9 やや強 5.3 やや強
藤 坂 ５ 号 Pii 6.6 中 5.7 中 4.9 やや強 5.6 中
ゆ め あ か り Pia,i 6.4 中 6.7 中 5.5 やや弱～中 6.7 やや弱
イ ナ バ ワ セ Pii 7.6 弱 7.2 弱 6.2 弱 7.2 弱
五 百 万 石 Pii 7.9 かなり弱～弱 7.5 かなり弱～弱 6.0 弱～やや弱 - 弱

2013 2014 2015

2018 2019 2020

2016

 
注．検定は畑晩播法による。発病程度は，いもち病抵抗性調査基準による0（無発病）～10（全茎葉枯死）の11段階の

指数で，発病の前期，中期，後期の3回調査の平均値で示した。下線は基準品種の評価。以下同様。 
 
 

表８ 穂いもち圃場抵抗性検定（育成地） 

注．検定は多肥晩植栽培法による。いもち病抵抗性調査基準による 0（罹病なし）～10（全穂首いもちに罹病す 
  る）の11段階の指数で，発病の前・中・後期の3回調査し，出穂35日目の発病程度の推定値を用いて判定した。 

推定
品種名 遺伝 出穂期 発病 判定 出穂期 発病 判定 出穂期 発病 判定

子型 （月.日） 程度 （月.日） 程度 （月.日） 程度
は れ わ た り Piai 7.31 2.4 強 8.01 2.3 かなり強 8.02 2.9 かなり強
ま っ し ぐ ら Piai - - - 8.01 2.9 強 8.02 2.9 かなり強
ヨ ネ シ ロ Pii 7.31 3.4 やや強 7.31 4.0 やや強 7.31 4.3 やや強
つが るロ マン Pia,i - - - 8.01 4.6 中 8.01 5.3 中
藤 坂 ５ 号 Pii 7.29 6.3 弱 7.29 6.8 弱 8.01 6.8 弱
ゆ め あ か り Pia,i - - - 7.30 6.6 弱 7.31 7.3 かなり弱
青 天 の 霹 靂 Pia,i - - - - - - - - -

推定
品種名 遺伝 出穂期 発病 判定 出穂期 発病 判定 出穂期 発病 判定

子型 （月.日） 程度 （月.日） 程度 （月.日） 程度
は れ わ た り Piai 8.05 1.8 かなり強 8.06 2.1 強 8.05 3.1 強～かなり強

ま っ し ぐ ら Piai 8.05 1.8 かなり強 8.05 2.3 やや強 8.03 3.6 強
ヨ ネ シ ロ Pii 8.04 2.9 やや強 8.05 2.5 やや強 8.03 4.3 やや強
つが るロ マン Pia,i 8.05 4.5 弱 8.05 3.8 やや弱 8.02 6.3 やや弱～中

藤 坂 ５ 号 Pii 8.04 4.5 弱 8.04 4.4 弱 8.03 6.7 弱
ゆ め あ か り Pia,i - - - - - - - - -
青 天 の 霹 靂 Pia,i - - - - - - 8.05 3.6 強

推定 総合
品種名 遺伝 出穂期 発病 判定 出穂期 発病 判定 出穂期 発病

子型 （月.日） 程度 （月.日） 程度 （月.日） 程度 判定
は れ わ た り Piai 8.02 1.4 かなり強 8.02 2.2 強 8.03 2.3 かなり強
ま っ し ぐ ら Piai 8.02 2.1 強 8.02 2.6 やや強 - - 強
ヨ ネ シ ロ Pii 7.31 2.5 やや強 7.31 2.8 やや強 8.02 3.3 やや強
つが るロ マン Pia,i 8.02 3.5 やや弱 8.02 5.6 やや弱～中 - - やや弱
藤 坂 ５ 号 Pii 8.01 4.2 弱 8.01 6.1 弱 8.01 5.7 弱
ゆ め あ か り Pia,i - - - - - - - - かなり弱～弱

青 天 の 霹 靂 Pia,i 8.03 2.3 やや強 8.04 1.9 強 - - 強

2019 2020 平均

2016 2017 2018

2013 2014 2015



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

   

注．検定は恒温深水法による。括弧内は平均水温。水深を25～40 cmとし，幼穂形成期直前から穂揃期まで

循環灌漑を行った。 

表９ 穂孕期の障害型耐冷性検定（育成地） 

出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定
歩合 歩合 歩合 歩合

(月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％）
はれわたり 8.13 33.0 やや強～強 8.05 32.5 強 8.09 43.1 強 8.08 43.7 やや強
ふ系PL5 8.09 12.3 かなり強 - - - 8.06 13.5 極強 - - -
ふ系PL4 8.12 15.3 かなり強 8.07 16.0 かなり強 8.11 18.6 かなり強 8.11 14.1 かなり強
ふ系PL3 8.11 20.4 強 8.06 16.1 かなり強 8.11 24.7 かなり強 8.07 19.4 かなり強
ふ系PL2 8.11 25.7  強 8.03 28.4  強 8.07 36.9  強 8.06 35.0  強 
みなゆたか - - - - - - - - - - - -
コイヒメ 8.09 49.3 中 8.03 55.8 中 8.06 63.6 中 8.05 55.4 やや強
青天の霹靂 - - - - - - - - - - - -
駒の舞 8.09 58.7 中 8.05 52.0 中 8.07 58.4 中 8.06 58.8 やや強
まっしぐら 8.11 37.5 やや強 8.06 50.8 中 8.09 59.8 中 8.08 57.0 やや強
つがるロマン 8.11 35.9 やや強 8.06 42.8 やや強 8.10 53.3 やや強 8.07 59.4 中
ムツニシキ 8.11 47.7 中 8.06 58.4 中 8.10 66.3 中 8.08 66.6 中
むつほまれ 8.10 69.7 やや弱 8.04 73.3 やや弱 8.08 82.0 やや弱 8.05 83.1 やや弱
レイメイ 8.10 52.6 中 8.04 70.6 やや弱 8.09 79.2 やや弱 8.06 83.2 やや弱

出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定
歩合 歩合 歩合 歩合

(月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％）
はれわたり 8.09 57.6 やや強 8.08 33.8 やや強 8.09 36.8 やや強 8.17 61.2 やや強
ふ系PL5 8.07 13.1 極強 - - - 8.07 12.7 かなり強 - - -
ふ系PL4 8.11 18.6 極強 8.10 17.1 強 8.12 18.2 強 8.17 21.6 かなり強
ふ系PL3 8.11 22.7 かなり強 8.06 15.2 強 8.09 20.1 強 8.16 32.9 強
ふ系PL2 8.08 42.6  強 8.06 20.9  強 8.08 25.8  強 8.14 42.5 強
みなゆたか - - - 8.07 19.1  強 8.08 22.2  強 8.16 34.9  強 
コイヒメ 8.06 70.2 中 8.04 38.7 やや強 8.06 42.4 やや強 8.12 78.5 中
青天の霹靂 - - - - - - - - - 8.18 69.6 中
駒の舞 8.06 59.3 やや強 8.06 39.3 やや強 8.08 46.0 やや強 - - -
まっしぐら 8.08 68.4 中 8.06 40.4 やや強 8.08 47.2 やや強 8.16 74.6 中
つがるロマン 8.09 59.9 やや強 8.08 44.3 やや強 8.09 51.8 中 8.16 73.7 中
ムツニシキ 8.10 68.7 中 - - - - - - - - -
むつほまれ 8.07 89.2 やや弱 8.05 70.8 やや弱 8.08 76.7 やや弱 8.14 95.0 やや弱
レイメイ 8.09 82.6 やや弱 8.06 55.3 中 8.09 61.3 中 8.16 87.6 やや弱<

出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定
歩合 歩合 歩合 歩合

(月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％）
はれわたり 8.18 64.3 やや強 8.12 37.7 やや強 8.15 51.3 やや強 8.05 28.0 強
ふ系PL5 8.15 17.5 極強 - - - 8.12 11.8 かなり強 - - -
ふ系PL4 8.21 26.4 かなり強 8.10 16.6 強 8.16 24.1 かなり強 8.07 21.3 強
ふ系PL3 8.19 36.8 かなり強 8.11 22.7 強 8.15 34.4 強 8.04 17.0 強
ふ系PL2 8.16 53.1 強 8.05 33.6 やや強 8.12 37.9 強 8.03 31.4 強
みなゆたか 8.19 48.7  強 8.11 22.7  強 8.16 33.6  強 8.05 23.8  強 
コイヒメ 8.15 85.3 中 8.05 54.4 中 8.08 69.0 中 8.03 50.6 中
青天の霹靂 8.20 79.6 中 8.12 47.6 やや強 8.16 73.1 中 8.08 47.6 やや強
駒の舞 - - - - - - - - - - - -
まっしぐら 8.18 75.1 中 8.09 55.6 中 8.14 76.7 中 8.07 39.1 やや強
つがるロマン 8.18 79.9 中 8.10 49.0 やや強 8.15 63.4 中 8.06 59.6 中
ムツニシキ - - - - - - - - - - - -
むつほまれ 8.16 96.9 やや弱 8.07 79.9 やや弱 8.12 88.5 やや弱 8.05 73.7 やや弱
レイメイ 8.18 94.1 やや弱< 8.07 80.8 やや弱 8.13 85.4 やや弱 8.05 82.3 弱

総合
出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔 判定 出穂期 不稔

歩合 歩合 歩合 歩合 判定
(月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％） (月.日) （％）

はれわたり 8.06 37.0 やや強 8.06 39.2 やや強 8.08 68.1 やや強 8.10 44.5 やや強
ふ系PL5 8.04 14.7 かなり強 - - - 8.05 17.8 極強 8.08 - かなり強～極強

ふ系PL4 8.08 20.7 強 8.08 20.7 強 8.09 28.9 極強 8.12 19.9 かなり強
ふ系PL3 8.09 21.6 強 8.06 22.4 強 8.07 38.9 かなり強 8.10 24.4 強
ふ系PL2 8.05 32.1 強 8.06 39.8 やや強 8.08 66.2 やや強 8.08 36.8 強
みなゆたか 8.08 26.0  強 8.07 24.3  強 8.09 55.1  強 8.11 - 強
コイヒメ 8.07 45.2 やや強 8.02 59.3 中 8.06 80.3 中 8.07 59.9 中
青天の霹靂 8.11 43.1 やや強 8.09 49.0 やや強 8.11 80.5 中 8.13 - 中～やや強

駒の舞 - - - - - - - - - - - 中～やや強

まっしぐら 8.10 42.1 やや強 8.08 53.4 中 8.09 79.8 中 8.10 57.2 中
つがるロマン 8.09 50.8 やや強 8.09 63.3 中 8.08 82.4 中 8.10 58.0 中～やや強

ムツニシキ - - - - - - - - - - - 中
むつほまれ 8.07 78.1 やや弱 8.06 76.5 やや弱 8.07 94.8 やや弱 8.08 81.9 やや弱
レイメイ 8.07 82.0 やや弱 8.06 77.8 やや弱 8.10 90.1 やや弱 8.09 77.7 やや弱

2016(19.2℃) 2016(19.0℃) 2017(19.2℃)

2013(18.9℃) 2013(19.2℃) 2014(19.0℃) 2015(19.2℃)
品種名
又は系統名

2018(19.1℃) 2018(19.0℃) 2019(19.2℃)

2019(19.0℃) 2020(19.2℃) 2020(18.8℃) 平均

品種名
又は系統名

品種名
又は系統名

品種名
又は系統名

2017(19.0℃)

2015(19.0℃)
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(4) 穂発芽性  
 表10に育成地における穂発芽性検定結果を示し

た。‘はれわたり’の穂発芽性は‘つがるロマ

ン’，‘まっしぐら’より発芽しにくい「かなり

難」と判定された。  
(5) 出芽性  

‘はれわたり’の穂発芽性が「かなり難」であり

種子休眠が深いことが想定されたことから，播種時

における種子予措の温度と出芽性の関係について，

催芽時の目安であるハト胸割合を指標に調査を行っ

た２）。その結果，種子消毒や浸種を5 ℃程度の低

水温で行い催芽したものは，10 ℃で行ったものに

比べハト胸割合が著しく劣り出芽が不揃いとなった

（図2，写真1）。また10 ℃で行ったものでも，ハ

ト胸割合が50 %を超える，いわゆるハト胸状態に

達するまでの催芽時間は，‘まっしぐら’や‘つが

るロマン’より長かった（図3）。一方，種子予措

時の水温を10 ℃以上とし，十分に催芽時間を確保

しハト胸状態に達していれば，品種間差なく良好な

出芽が得られることが明らかになった（写真1）。

 

 

図２ 消毒，浸種温度の違いによる種子催芽時の   
      ハト胸割合（2020,2021年 育成地）  
注 .前年採種した種子を用い4月に実施。30 ℃･20時

間催芽。 200 粒 ･ 2 反復調 査。 2 カ年平均値。       

  

 

図３ 催芽時間とハト胸割合（2019年 育成地）  
注 .前年採種した種子を用い7月に実施。消毒10 ℃,

浸種10 ℃･10日で予措した種子を30 ℃で催芽。

200粒調査。  

注．発芽温度は23～25 ℃。達観で調査した平均値で，1(発芽率1～10 %）～10（発芽率91～100 %）で示した。 
 

表10 穂発芽性検定（生産力検定試験標肥区，育成地） 

品種名 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定
程度 程度 程度 程度 程度

は れ わ た り 3.5 かなり難 3.8 難～かなり難 1.1 かなり難 1.6 かなり難 0.9 難
ま っ し ぐ ら 4.3 難 4.9 難 3.9 難 3.7 難 1.3 難
つが るロ マン 5.6 やや難 7.0 やや難 6.1 やや難 6.8 やや難 5.3 やや難
青 天 の 霹 靂 － － － － 4.3 難 4.7 難 － －

平均 総合
品種名 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定 発芽

程度 程度 程度 程度 判定
は れ わ た り 2.3 難 1.8 かなり難 1.3 かなり難 2.0 かなり難
ま っ し ぐ ら 2.7 難 3.3 難 4.1 難 3.5 難
つが るロ マン 5.7 やや難 5.2 やや難 7.0 やや難 6.1 やや難
青 天 の 霹 靂 － － － － 3.7 難 － 難

2018 2019 2020

2013 2014 2015 2016 2017

写真１ 播種1週間後の出芽状況（2019年，育成地） 
注.前年採種した種子を用い4月に実施。30 ℃･22時間催芽後，中苗育苗箱に 

乾籾100 g換算で播種。育苗ハウス内に設置しシルバーポリトウで被覆。 
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３．耐倒伏性 

 育成地の生産力検定試験（表3）及びあおもり米

優良品種選定基礎試験（表21）等の結果から，‘は

れわたり’の耐倒伏性は，‘つがるロマン’より強

く‘まっしぐら’よりやや弱い「やや強」と判定さ

れた。  
４．登熟性  
 生産力検定試験における登熟調査結果を表11に示

した。‘はれわたり’の1穂当たり及び㎡当たり籾

数は，‘まっしぐら’よりやや多く，‘つがるロマ

ン’よりやや少なかった。枝梗別籾数割合では一次

枝梗の割合が‘まっしぐら’  , ‘つがるロマン’

よりやや多かった。登熟歩合は，一次枝梗，二次枝

梗及び全体とも‘まっしぐら’よりやや低く，‘つ

がるロマン’並であった。  
５．収量性  
 生産力検定試験における収量関連調査結果を表12
に示した。‘はれわたり’の玄米重は，‘まっしぐ

ら’  , ‘つがるロマン’  並かやや少なかった。

‘はれわたり’の玄米千粒重は，‘まっしぐら’  , 
‘つがるロマン’並であった。  
６．玄米品質及び玄米の特性  
(1) 玄米品質  
 生産力検定試験における玄米品質の観察調査結果

及び検査等級を表12,13に示した。‘はれわたり’

の玄米は，光沢が優れ，青未熟粒が少なく，多肥栽

培条件ではやや乳白の発生が増加するが，腹白及び

背白・基白粒の発生が少なく，品質は‘まっしぐ

ら’  より優り，‘つがるロマン’並の「上中」で

あった。  
(2) 胴割粒発生割合  
 生産力検定試験における胴割粒発生割合の調査結

果を表14に示した。‘はれわたり’の胴割粒発生率

は‘まっしぐら’  , ‘つがるロマン’より明らか

に少なかった。  
(3) 搗精試験  
 生産力検定試験における搗精試験の結果を表15に
示した。‘はれわたり’の搗精に要する時間は，

‘まっしぐら’  ，‘つがるロマン’並からやや長

めであった。胚芽残存率は‘まっしぐら’  ，‘つ

がるロマン’並，適搗精時の精米白度は‘まっしぐ

ら’，‘つがるロマン’よりやや高く，砕粒歩合は

‘つがるロマン’より明らかに低く，‘まっしぐ

ら’よりやや低かった。  
(4) 食味  
 生産力検定試験における食味官能試験結果を表16
に，あおもり米優良品種の選定試験における食味検

定試験結果を表23に示した。これらの結果を総合す

ると，‘はれわたり’の食味は‘まっしぐら’  ，
‘つがるロマン’に比べて粘りがかなり強く，柔ら

かく，味の評価も高く，総合評価が優る「上中上」

と評価された。  
 
 

表11 登熟調査（生産力検定試験標肥区，育成地）   

注．株上げした10株中の中庸な3株について調査。登熟歩合は，比重1.06の塩水を用い沈下した籾を登熟籾として 
算出。2反復調査。 

 
 
 
 
 
 

 試験 １穂籾数 ㎡あたり

 年次 （粒） 一次枝梗 二次枝梗 籾数(×100粒) 一次枝梗 二次枝梗 全体

は れ わ た り 82.5 61.9 38.1 314 91.7 72.6 84.5
ま っ し ぐ ら 85.6 52.1 47.9 311 94.8 87.0 91.1

つ が る ロ マ ン 86.7 54.6 45.4 321 93.4 75.6 85.3

青 天 の 霹 靂 83.9 58.6 41.4 320 94.6 83.7 90.1
は れ わ た り 71.1 69.8 30.2 299 94.0 82.5 90.4

ま っ し ぐ ら 69.0 63.3 36.7 309 95.4 80.0 89.7

つ が る ロ マ ン 75.4 62.3 37.7 349 93.6 80.9 88.8
青 天 の 霹 靂 66.6 67.9 32.1 310 94.1 86.3 91.6

は れ わ た り 85.1 61.1 38.9 354 93.9 72.6 85.7

ま っ し ぐ ら 75.1 58.9 41.1 334 96.4 84.6 91.6
つ が る ロ マ ン 84.9 53.9 46.1 332 95.6 81.2 89.0

青 天 の 霹 靂 77.1 60.7 39.3 288 92.9 84.5 89.6

は れ わ た り 79.6 64.3 35.7 322 93.2 75.9 86.9
ま っ し ぐ ら 76.6 58.1 41.9 318 95.5 83.9 90.8

つ が る ロ マ ン 82.3 56.9 43.1 334 94.2 79.3 87.7

青 天 の 霹 靂 75.9 62.4 37.6 306 93.8 84.8 90.4

平均

籾数割合(%) 登熟歩合（％）

2018

2019

2020

品種名
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表12 収量・品質調査（生産力検定試験，育成地） 

 

 

注．ｔ）標肥（窒素成分）：基肥0.6＋追肥0.2kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
  ｕ）多肥（窒素成分）：基肥1.0＋追肥0.2kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 ｖ）平均１：2013～2020年の平均。 
  ｗ)平均２：2014～2020年の平均。 ｘ）玄米の選別は1.9mmの篩で行った。 ｙ）1(上上)～9(下下)の9段階。 

   ｚ）一般財団法人日本穀物検定協会東北支部による検査。 

施肥 年次 全重 籾重 　玄米
ｘ） 同左 屑米 玄米 玄米

ｙ）
検査

z)

品種名 重 標準 重 千粒重 品質  等級 

条件 （㎏/a）（㎏/a）（㎏/a） 比(%) （㎏/a） （ｇ） (1-9)

は れ わ た り 2013 162.1 83.7 65.8 96 2.0 22.2 4.5 -　

2014 161.8 77.2 60.3 98 1.9 23.2 4.5 １下

2015 158.3 81.6 63.0 101 3.1 22.1 3.8 １上

2016 157.3 80.8 63.0 97 2.4 22.3 4.5 １中

2017 152.6 79.5 60.0 92 3.8 23.4 3.8 １中

2018 145.0 78.1 59.1 95 3.8 23.0 3.5 １上

2019 150.1 78.7 60.1 95 3.0 21.9 4.3 １中

2020 149.9 81.1 63.8 98 1.3 22.4 5.0 １下

平均1
ｖ） 154.6 80.1 61.9 97 2.7 22.6 4.2 -　

平均2
ｗ） 153.6 79.6 61.3 97 2.8 22.6 4.2 １中

ま っ し ぐ ら 2013 163.6 88.0 68.2 (100) 3.1 22.5 5.3 -　

2014 165.9 79.9 61.6 (100) 2.8 22.9 5.8 ２上

2015 165.2 81.1 62.2 (100) 3.8 22.3 4.7 １中

2016 161.1 83.4 64.7 (100) 2.8 22.1 5.5 ２中

2017 156.9 83.3 65.0 (100) 2.3 23.6 5.3 ２上

2018 146.8 79.2 62.2 (100) 2.2 23.2 4.0 １上

2019 152.0 81.4 63.1 (100) 2.6 22.1 4.8 １下

2020 160.1 81.5 65.1 (100) 0.9 22.7 4.5 １下

平均1
ｖ） 159.0 82.2 64.0 (100) 2.6 22.7 5.0 -　

平均2
ｗ） 158.3 81.4 63.4 (100) 2.5 22.7 4.9 １下

つがるロマン 2013 164.6 85.4 65.2 96 4.6 21.9 4.5 -　

2014 165.8 81.9 63.7 103 3.2 22.7 4.0 １中

2015 168.3 86.1 66.9 108 3.9 22.6 4.0 １上

2016 161.7 85.2 66.4 103 3.3 22.2 4.5 １下

2017 156.3 85.0 65.3 100 3.6 23.9 4.3 １下

2018 143.8 78.8 64.3 103 3.3 23.2 4.3 １中

2019 150.0 80.2 61.4 97 3.9 22.1 4.0 １中

2020 155.2 87.6 69.2 106 2.2 22.5 4.5 １下

平均1
ｖ） 158.2 83.8 65.3 102 3.5 22.6 4.3 -　

平均2
ｗ） 157.3 83.5 65.3 103 3.3 22.7 4.2 １中

青 天 の 霹 靂 2013 - - - - - - - -　

2014 165.8 81.9 63.7 103 3.2 22.7 4.0 １中

2015 159.4 77.7 59.1 95 4.1 22.3 3.5 １上

2016 157.3 77.9 60.5 94 2.9 22.1 3.3 １中

2017 148.3 72.7 54.5 84 7.1 23.4 3.0 １中

2018 146.3 75.5 61.4 99 4.1 22.8 2.5 １上

2019 140.8 70.0 53.2 84 3.3 21.8 3.0 １中

2020 148.7 79.6 63.9 98 0.8 22.7 3.5 １下

平均1
ｖ） - - - - - - - -　

平均2
ｗ） 152.4 76.5 59.5 94 3.6 22.5 3.3 １中

標肥
ｔ）
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表12 つづき 

施肥 年次 全重 籾重 　玄米
ｘ） 同左 屑米 玄米 玄米

ｙ）
検査

z)

品種名 重 標準 重 千粒重 品質  等級 

条件 （㎏/a）（㎏/a）（㎏/a） 比(%) （㎏/a） （ｇ） (1-9)

は れ わ た り 2014 209.7 88.6 66.5 99 4.8 22.4 5.0 １下

2015 198.3 93.4 75.4 112 2.0 22.8 3.8 １中

2016 174.9 86.4 65.5 91 4.2 21.5 4.8 ２上

2017 193.1 94.8 71.3 93 5.0 23.0 4.0 １下

2018 178.0 87.5 70.3 92 6.2 22.6 4.8 １下

2019 176.9 92.0 68.5 91 5.1 21.8 5.0 １下

2020 190.7 96.1 74.6 93 3.3 22.2 5.3 ２中

平均 188.8 91.3 70.3 96 4.4 22.3 4.7 １下

ま っ し ぐ ら 2014 210.8 90.5 67.0 (100) 5.5 22.6 5.3 ２上

2015 188.3 88.7 67.1 (100) 5.3 22.1 4.9 １下

2016 188.0 95.4 71.9 (100) 5.2 21.7 5.0 ２中

2017 207.9 100.4 76.6 (100) 4.1 23.8 6.0 ２中

2018 179.6 93.9 76.2 (100) 5.0 22.9 5.3 ２上

2019 189.3 101.2 75.3 (100) 6.1 21.9 6.0 ２下

2020 192.3 102.8 79.9 (100) 3.8 22.0 5.3 ２中

平均 193.7 96.1 73.4 (100) 5.0 22.4 5.4 ２中

つがるロマン 2014 205.7 89.9 65.7 98 7.5 22.0 4.5 １下

2015 188.0 93.4 72.0 107 5.3 22.3 4.3 １中

2016 184.7 95.4 71.8 100 6.3 21.4 4.5 １下

2017 211.2 101.4 75.3 98 6.9 23.3 4.0 １下

2018 183.4 92.8 68.5 90 7.0 22.9 4.8 １下

2019 190.8 103.7 76.9 102 7.9 21.9 5.0 ２上

2020 189.7 102.2 78.7 98 5.2 22.2 4.8 ２上

平均 193.4 97.0 72.7 99 6.6 22.3 4.6 １下

青 天 の 霹 靂 2014 205.7 89.9 65.7 98 7.5 22.0 4.5 １下

2015 183.1 84.6 63.6 95 5.6 21.8 3.9 １中

2016 182.5 87.9 65.4 91 6.0 21.5 3.8 １下

2017 194.7 94.6 70.6 92 5.8 23.3 3.3 １中

2018 183.1 94.0 69.5 91 6.8 22.6 3.8 １下

2019 183.5 94.3 70.5 94 6.1 21.6 4.8 １下

2020 188.4 98.3 78.3 98 2.4 22.7 4.3 １下

平均 188.7 91.9 69.1 94 5.7 22.2 4.1 １下

多肥
ｕ）

注．ｔ）標肥（窒素成分）：基肥0.6＋追肥0.2 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
  ｕ）多肥（窒素成分）：基肥1.0＋追肥0.2 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
  ｖ）平均１：2013～2020年の平均。 ｗ)平均２：2014～2020年の平均。 

 ｘ）選別網目は粒厚1.9 mm。 ｙ) 1(上上)～9(下下)の9段階。 
ｚ）一般財団法人日本穀物検定協会東北支部による検査。 
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注．ｕ）標肥（窒素成分）：基肥0.6＋追肥0.2 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
ｖ）多肥（窒素成分）：基肥1.0＋追肥0.4 kg/a，追肥時期は幼穂形成期。 
ｗ)  1(上上)～9(下下)の9段階。 Ｘ)極良～極不良の7段階。 ｙ) 極淡～極濃の7段階。 
ｚ) 無,稀,極少,少,やや少,中,やや多,多,極多,甚の10段階。 

表13 玄米品質調査（生産力検定試験，育成地） 

表14 胴割粒調査（生産力検定試験標肥区，育成地） 

注．1.9 mmの篩で選別した玄米300粒をグレインスコープ（kett社TX-200)により目視し，少しでも割れが見られた
粒を胴割粒としてカウントした。 

は れ わ た り 5.3 23 6.3 20 5.0 50 6.5 37 1.5 5 8.0 15 5.4 20

ま っ し ぐ ら 27.6 121 13.0 42 9.2 92 9.8 56 15.5 50 28.9 54 17.3 63

つ が る ロ マ ン 22.9 (100) 31.0 (100) 10.0 (100) 17.5 (100) 31.0 (100) 53.2 (100) 27.6 (100)

青 天 の 霹 靂 16.0 70 22.7 73 4.4 44 10.5 60 8.5 27 30.5 57 15.4 56

出穂後6-10日の

日最高気温の平均(℃)
29.9 28.8 23.6 26.9 28.8 29.3 －

平均2019 2020

胴割粒

発生率

（％）

胴割粒

発生率

（％）

胴割粒

発生率

（％）

胴割粒

発生率

（％）

胴割粒

発生率

（％）

　品種名

2015

胴割粒

発生率

（％）

同左
比率

同左
比率

同左
比率

同左
比率

同左
比率

同左
比率

同左
比率

2016 2017 2018

胴割粒

発生率

（％）

施肥

条件

試験

年次
品 種 名 品質

ｗ）
光沢

ｘ）
色沢

ｙ）
青未熟

ｚ）
腹白

ｚ）
心白

ｚ）
乳白

ｚ）
茶米

ｚ） 背白
ｚ）

・基白
は れ わ た り 4.5 良 中 無 無 無 極少 無 無

ま っ し ぐ ら 5.0 や良 や淡 稀 無 無 稀 無 無

つが るロマン 4.3 良 中 稀 無 無 無 稀 無

青 天 の 霹 靂 3.3 良 中 稀 無 無 無 無 無

は れ わ た り 3.8 良 や淡 無 無 無 無 無 無

ま っ し ぐ ら 4.8 や良 や淡 稀 稀 無 稀 無 無

つが るロマン 4.3 良 中 稀 無 無 無 稀 無

青 天 の 霹 靂 3.0 良 や淡 無 無 無 無 無 無

は れ わ た り 3.5 良 や淡 稀 稀 無 無 無 無

ま っ し ぐ ら 4.3 良 や淡 稀 稀 無 無 無 無

つが るロマン 4.3 良 中 稀 無 無 無 稀 無

青 天 の 霹 靂 2.5 良 や淡 稀 無 無 無 無 無

は れ わ た り 4.3 良 や淡 無 無 無 無 稀 無

ま っ し ぐ ら 4.8 や良 や淡 無 無 無 無 稀 無

つが るロマン 4.5 良 中 無 無 無 無 極少 稀

青 天 の 霹 靂 3.0 良 や淡 無 無 無 無 稀 無

は れ わ た り 5.0 良 や淡 稀 無 無 極少 稀 無

つが るロマン 4.0 良 中 稀 無 無 稀 稀 稀

ま っ し ぐ ら 4.8 や良 や淡 稀 無 無 稀 稀 無

青 天 の 霹 靂 3.5 や良 や淡 稀 無 無 無 無 無

は れ わ た り 4.8 良 中 稀 無 無 極少 無 無

ま っ し ぐ ら 5.8 や良 や淡 極少 無 無 極少 稀 無

つが るロマン 4.5 良 中 極少 無 無 極少 稀 無

青 天 の 霹 靂 3.8 や良 中 稀 無 無 稀 無 無

は れ わ た り 4.0 良 や淡 無 極少 無 無 無 無

ま っ し ぐ ら 5.0 や良 や淡 稀 稀 無 稀 無 無

つが るロマン 4.0 良 中 稀 稀 無 無 無 無

青 天 の 霹 靂 3.3 良 や淡 稀 無 無 無 無 無

は れ わ た り 4.8 や良 や淡 極少 稀 無 稀 稀 無

ま っ し ぐ ら 5.3 中 や淡 少 稀 無 極少 極少 無

つが るロマン 4.3 良 中 4 無 無 無 稀 無

青 天 の 霹 靂 3.8 や良 や淡 極少 無 無 無 無 無

は れ わ た り 5.0 良 や淡 稀 無 無 極少 稀 無

ま っ し ぐ ら 6.5 良 や淡 極少 無 無 少 極少 無

つが るロマン 5.5 良 中 稀 無 無 極少 極少 無

青 天 の 霹 靂 4.8 良 や淡 稀 無 無 無 稀 無

は れ わ た り 5.3 良 や淡 稀 無 無 極少 稀 稀

ま っ し ぐ ら 5.3 や良 中 稀 無 無 極少 稀 稀

つが るロマン 4.5 良 中 無 無 無 稀 極少 無

青 天 の 霹 靂 4.3 良 や淡 稀 無 無 無 稀 無

多肥
ｖ）

標肥
ｕ）

2016

2020

2019

2018

2017

2016

2017

2018

2019

2020



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

 

 

 

 

７．理化学的特性 

(1) タンパク質含有率  
 生産力検定試験における玄米のタンパク質含有率

を表17に示した。‘はれわたり’の玄米タンパク質

含有率は‘まっしぐら’，‘つがるロマン’並であ

った。  
(2) アミロース含有率  
 生産力検定試験における白米のアミロース含有率  
を表18に示した。育成地における‘はれわたり’の  

 

 
 
 
白米アミロース含有率は‘まっしぐら’，‘つがる

ロマン’より安定してやや低く，この傾向は，より

冷涼な地域である十和田市の藤坂稲作部（表19）
や，あおもり米優良品種選定現地適応性試験におけ

る県内各地（表22）でも同様であった。  
(3) 味度  
 生産力検定試験における白米の味度を表20に示し

た。‘はれわたり’の味度は‘まっしぐら’，‘つ

がるロマン’並であった。

 

 

 

80秒 140秒

試験 玄米
ｙ） 搗精 胚芽

ｚ）白米 搗精 胚芽
ｚ）砕米 白米 搗精 胚芽

ｚ）砕米 白米 搗精 胚芽
ｚ）白米

年次 歩合 残存　 歩合 残存　 歩合 歩合 残存　 歩合 歩合 残存　

白度　 (%) 率(%) 白度 (%) 率(%) (%) 白度 (%) 率(%) (%) 白度 (%) 率(%) 白度

は れ わ た り 19.9 91.5 10.6 34.5 90.6 8.6 7.8 35.9 89.6 5.1 9.2 37.7 88.9 4.1 38.8

2016 つが るロ マン 19.0 90.5 6.2 34.1 89.7 3.6 13.2 35.7 88.8 2.3 15.9 36.6 88.4 1.6 37.6

ま っ し ぐ ら 19.7 90.4 7.6 33.0 89.6 5.6 11.1 35.1 88.7 3.8 11.8 36.7 88.2 2.7 37.8

は れ わ た り 21.7 90.8 10.1 33.9 90.3 6.7 12.6 36.3 89.3 3.6 14.7 38.1 88.6 3.3 39.1

2019 つが るロ マン 20.2 90.4 8.6 33.6 90.3 6.9 20.3 35.5 89.5 4.6 21.8 37.0 89.0 3.6 38.1

ま っ し ぐ ら 20.9 91.0 9.3 34.2 90.2 8.1 12.5 36.1 89.4 4.8 15.5 37.9 88.7 2.7 39.4

品種名

100秒 120秒

表15 搗精試験（生産力検定試験標肥区，育成地） 

注．材料は標肥区産米を使用。搗精はサタケ社マジックミルRSKMを使用。試料100 g。下線は適搗精時の搗精歩
合を示す。 

  y)  kett白度計C300-3型を使用。2回平均。 
  z)  胚芽残存程度に応じて1.0（大），0.5（中），0.3（小），0.1（極小）の係数を乗じた合計値。各200粒の2

回平均。 

表16 食味官能試験（生産力検定試験標肥区，育成地） 

注．z) 総合，外観，香り，味については+3（基準よりかなり良い）～-3（基準よりかなり不良），粘りについ

ては+3（基準よりかなり強い）～-3（基準よりかなり弱い），硬さについては+3（基準よりかなり硬

い）～-3（基準よりかなり軟らかい）による。 
＊，＊＊，＊＊＊はｔ検定の結果，基準品種との差がそれぞれ5 %，1 %，0.1 %水準で有意であることを示す。 

産米 基準品種

年次

2013 0.438 * 0.000 0.000 0.188 0.500 * -0.188 つがるロマン 2014.01.22 (16)

2014 0.444 ** 0.333 ** 0.000 0.111 0.444 ** -0.444 ** つがるロマン 2014.12.12 (18)

2015 0.538 ** 0.231 0.000 0.231 0.692 ** -0.462 ** つがるロマン 2016.01.12 (13)

2019 0.588 *** 0.235 * 0.118 0.235 * 0.529 *** -0.412 * つがるロマン 2019.12.02 (17)

2019 0.625 ** 0.125 0.063 0.188 0.688 *** -0.563 * つがるロマン 2019.12.03 (16)

2020 0.714 *** 0.357 * 0.071 0.786 *** 0.429 ** -0.357 * つがるロマン 2020.11.27 (14)

2014 0.409 ** 0.364 ** 0.000 0.318 ** 0.682 *** -0.818 *** まっしぐら 2014.12.24 (22)

2016 0.500 ** 0.125 0.000 0.313 * 0.438 ** 0.000 まっしぐら 2016.12.16 (16)

2017 0.214 0.143 0.000 0.214 0.357 * -0.643 *** まっしぐら 2018.01.05 (14)

2018 0.300 0.000 0.000 0.200 0.700 * -0.700 まっしぐら 2018.12.20 (10)

平均 0.558 0.214 0.042 0.290 0.547 -0.404 つがるロマン 6回

0.356 0.158 0.000 0.261 0.544 -0.540 まっしぐら 4回

評価項目
ｚ） 試験日(実施者数)

総合 外観 香り 味 粘り 硬さ
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表17 玄米のタンパク質含有率（生産力検定試験標肥区，育成地，単位：(％)） 

注．2014,2015年はインフラテック1255，2016年以降はフォス社インフラテックNOVAで測定。水分15 %換算値。 

 

 

表18 白米のアミロース含有率（生産力検定試験標肥区，育成地，単位：(％)） 

注．90 %精米・製粉後，2013～2015年はブラン・ルーベ社オートアナライザーⅡ型， 2016年以降はビーエルテック

社オートアナライザーSYNCAで測定。 
 

 

表19 白米のアミロース含有率（あおもり米優良品種選定試験標肥区，藤坂稲作部，単位：(％)） 

 

 

 

 

 

 

注．90 %精米・製粉後，ブラン・ルーベ社オートアナライザーⅡ型で測定。  
 

 

表20 味度（生産力検定試験標肥区，育成地） 

注．90 %精米後，東洋ライス社マルチ味度メーターで測定。 

                     

 

Ⅴ．品種登録した理由及び奨励品種に指定された理

由と試験成績 

 

 青森県では主食用良食味品種として‘つがるロマ

ン’が1996年に奨励品種に指定され，基幹品種とし

て広く作付けされてきたが，温暖化の進行による登

熟期の高温により，胴割粒の多発による品質低下が

認められたことなどから，年々作付面積が減少して

きた。そのため，2005年に奨励品種に指定された，

業務用品種である‘まっしぐら’の作付面積は県全

体の80 %以上となり，作付偏重よる，生産・販売

両面でのリスクが高まっていた。また，2015年に奨

励品種に指定された極良食味品種である‘青天の霹

靂’は，青森県産米として初めて日本穀物検定協会

の食味ランキングにおいて「特Ａ」評価を取得した

が，栽培条件の良い津軽中央地帯や津軽西北地帯に

栽培地域が限定されているため，県南地方等‘青天

の霹靂’を作付けできない地域の生産現場からは，

「特Ａ」評価取得も可能な，新たな良食味・高品質

米品種が求められていた。  

品種名 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 平均

は れ わ た り 16.5 17.9 17.2 15.9 17.9 16.6 15.9 15.7 16.7

ま っ し ぐ ら 17.0 19.1 18.2 17.0 19.1 17.4 16.5 16.6 17.6

つが るロ マン 17.7 19.9 18.9 17.6 19.7 17.9 17.2 17.4 18.3

青 天 の 霹 靂 17.7 19.9 18.1 16.6 19.0 16.9 16.4 16.8 17.7

品種名 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 平均

は れ わ た り 80 84 80 79 86 77 74 78 80

ま っ し ぐ ら 77 82 78 77 84 77 74 75 78

つが るロ マン 80 85 80 79 88 76 75 78 80

青 天 の 霹 靂 80 85 79 79 85 78 72 74 79

品種名 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 平均

は れ わ た り 5.8 6.4 6.0 6.2 6.0 5.7 6.4 6.1

ま っ し ぐ ら 5.8 6.5 6.2 6.1 6.2 5.9 6.3 6.1

つが るロ マン 5.8 6.4 6.3 6.1 6.1 5.8 6.5 6.1

青 天 の 霹 靂 6.0 6.5 6.0 6.3 6.0 5.8 6.1 6.1

品種名 2015 2016 2017 2018 平均

は れ わ た り 19.1 17.0 19.8 17.4 18.3

ま っ し ぐ ら 21.3 17.9 21.9 19.1 20.1

つが るロ マン 21.7 18.8 21.7 20.0 20.6

青 天 の 霹 靂 20.3 17.1 21.3 18.1 19.2



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

 このような状況の中，‘はれわたり’は2015年か

ら「あおもり米優良品種の選定試験（水稲奨励品種

決定調査及び現地調査）」に供試され，水稲奨励品

種候補として検討された（表 21,22,23）。また，

2018年からは，県重点推進事業である「あおもり米

新品種導入に向けた現地実証試験」において，津軽

地域6か所，県南地域3か所の良食味米生産に定評の

ある生産者のほ場で現地試験を実施し，収量性等の

特性調査を行うとともに，日本穀物検定協会に食味

試験を依頼した他，県内外の実需者等への食味アン

ケートを行った。その結果，炊飯米につやがあり，

食味は柔らかく，粘りが強く，‘つがるロマン’に

優るとの意見が多かった。さらに栽培面では，耐倒

伏性や耐冷性，耐病性が優れることに加え，胴割粒

の発生が極めて少ないことが明らかになった。これ

らの結果を踏まえ，2021年1月に開催された青森県

水稲品種育成懇談会において，‘つがるロマン’に

替わる極良食味品種として青森県の認定品種（奨励

品種の指定前において市場調査を行うために試作す

る品種）に指定された。  
2021年度には，あおもり米優良品種の選定試験の

他，新たな県重点事業「あおもり米新品種スタート

ダッシュ事業」において，県内の広い地域で作付け

が可能で，良好な栽培特性と良食味性が確認され

た。また，2021年10月には品種登録出願を行い，同

年11月には‘はれわたり’の名称で，品種名が発表

された。  
以上の経過を経て，‘はれわたり’は2022年4月

に青森県の奨励品種に指定された。2022年にはプレ

デビューとして県内20か所で現地栽培を行い，得ら

れた2022年産米は，日本穀物検定協会の食味ランキ

ングに参考品種として出品され，「特Ａ」評価を取

得した。

 

 

表21 あおもり米優良品種選定基礎試験における生育・収量調査成績 

農林総合研究所水稲品種開発部（黒石市）標肥区ｒ） 

 

 

 

 

試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏ｖ）玄米ｗ） 同左 屑米 玄米 玄米ｘ） 検査ｙ）胴割粒ｚ）

品種名 重　 標準 重 千粒重 品質　 等級 　発生割合 

年次 (月.日)(月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡)（0-5）（㎏/a） 比(%) （㎏/a）（ｇ） (1-9) （％）

2015 7.31 9.09 80.4 16.3 420 0.0 58.1 104 2.0 22.3 3.2 １上 5.3

2016 8.02 9.08 75.7 15.9 379 0.0 54.2 98 1.0 22.8 3.8 １上 6.3

2017 8.03 9.19 84.1 17.8 427 0.0 69.9 97 3.2 23.9 4.5 １下 5.0

2018 8.03 9.14 78.6 18.7 350 0.0 57.1 94 3.9 22.8 4.3 １上 6.5

2019 8.02 9.11 71.9 17.0 441 0.0 60.1 95 3.0 21.9 4.3 １中 1.5

2020 8.01 9.09 79.0 16.8 430 0.0 65.1 104 3.3 22.7 5.3 １下 8.0

平均 8.02 9.12 78.3 17.1 408 0.0 60.8 99 2.7 22.7 4.2 １中 5.4

2015 7.31 9.09 74.5 16.6 376 0.0 56.1 (100) 1.0 23.2 3.8 １上 27.6

2016 8.02 9.09 72.6 17.2 391 0.0 55.5 (100) 1.0 23.0 4.3 １中 13.0

2017 8.03 9.20 78.1 18.8 413 0.0 72.1 (100) 3.4 24.1 5.1 ２上 9.2

2018 8.01 9.13 75.4 19.2 373 0.0 60.6 (100) 2.6 22.9 4.5 １中 9.8

2019 8.01 9.10 68.2 17.2 458 0.0 63.1 (100) 2.6 22.1 4.8 １下 15.5

2020 7.31 9.08 76.3 18.1 396 0.0 62.6 (100) 2.1 22.8 4.8 １下 28.9

平均 8.01 9.12 74.2 17.9 401 0.0 61.7 (100) 2.1 23.0 4.6 １下 17.3

2015 8.01 9.11 78.0 17.8 382 0.0 61.8 110 2.2 23.1 3.8 １上 22.9

2016 8.03 9.09 75.3 17.4 396 0.0 57.5 104 2.2 22.7 4.0 １中 31.0

2017 8.04 9.21 81.5 19.4 437 0.0 72.0 100 4.5 24.1 4.7 ２上 10.0

2018 8.03 9.15 78.8 19.8 394 0.1 60.1 99 4.3 23.2 4.5 １中 17.5

2019 8.02 9.11 73.5 17.7 434 0.0 61.4 97 3.9 22.1 4.0 １中 31.0

2020 8.02 9.09 77.5 18.2 444 0.0 63.2 101 5.1 22.3 4.5 １下 53.2

平均 8.03 9.13 77.4 18.4 415 0.0 62.7 102 3.7 22.9 4.3 １中 27.6

2015 8.02 9.11 76.4 17.9 380 0.0 55.6 99 2.4 22.6 3.2 １上 16.0

2016 8.04 9.09 73.1 17.7 387 0.0 53.1 96 1.7 22.6 3.7 １中 22.7

2017 8.05 9.20 79.5 19.6 418 0.0 71.7 99 3.8 24.0 3.1 １下 4.4

2018 8.05 9.16 76.2 19.2 361 0.0 53.9 89 4.8 22.8 3.8 １中 10.5

2019 8.04 9.10 69.8 17.7 448 0.0 53.2 84 3.3 21.8 3.0 １中 8.5

2020 8.04 9.09 74.7 17.7 454 0.0 64.6 103 2.9 22.8 4.3 １中 30.5

平均 8.04 9.13 75.0 18.3 408 0.0 58.7 95 3.2 22.8 3.5 １中 15.4

は れ わ た り

ま っ し ぐ ら

つがるロマン

青 天 の 霹 靂
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表21 つづき 

農林総合研究所水稲品種開発部（黒石市）多肥区ｓ） 

 

 

 

 

農林総合研究所藤坂稲作部（十和田市）標肥区ｔ） 

 

 

試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏
ｖ）

玄米
ｗ） 同左 屑米 玄米 玄米

ｘ）
検査

ｙ）

品種名 重　 標準 重 千粒重 品質　 等級 　
年次 (月.日)(月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡)（0-5）（㎏/a） 比(%) （㎏/a）（ｇ） (1-9)
2015 8.01 9.18 82.7 17.2 447 0.5 60.1 102 5.1 22.2 3.5 １中
2016 8.02 9.09 70.6 15.8 360 0.0 49.8 93 2.8 22.5 3.3 １上
2017 7.30 9.17 78.5 16.1 413 0.0 54.6 102 3.7 23.8 5.5 ２上
2018 8.02 9.16 75.7 17.1 350 0.0 47.2 91 6.6 23.1 3.5 １中
平均 8.01 9.15 76.9 16.6 393 0.1 52.9 97 4.5 22.9 4.0 １中
2015 8.02 9.19 77.8 17.9 428 0.0 59.2 (100) 5.2 22.7 4.3 １下
2016 8.02 9.09 67.9 17.0 352 0.0 53.8 (100) 2.2 22.4 3.9 １中
2017 7.29 9.18 75.1 18.0 382 0.0 53.6 (100) 3.6 24.2 5.1 ２上
2018 8.02 9.15 70.9 18.3 340 0.0 51.7 (100) 3.5 23.3 4.4 １下
平均 8.01 9.15 72.9 17.8 376 0.0 54.6 (100) 3.6 23.2 4.4 １下
2015 8.01 9.17 83.7 18.5 440 1.5 62.2 105 7.4 22.9 4.0 １下
2016 8.03 9.08 72.8 17.5 345 0.0 53.8 100 2.8 22.8 3.8 １中
2017 7.31 9.20 82.7 17.7 418 0.8 57.2 107 4.0 24.4 4.0 １下
2018 8.02 9.13 76.3 19.0 363 0.5 54.7 106 5.3 23.5 5.2 １中
平均 8.02 9.15 78.9 18.2 392 0.7 57.0 104 4.9 23.4 4.3 １下
2015 8.01 9.16 79.0 18.4 433 0.0 58.0 98 8.1 22.4 3.5 １中
2016 8.04 9.10 70.0 17.6 328 0.0 48.0 89 4.3 22.2 3.3 １中
2017 8.02 9.20 78.3 17.9 391 0.0 51.3 96 5.4 23.8 3.0 １下
2018 8.04 9.15 72.3 18.1 335 0.0 44.2 85 5.7 23.2 4.0 １下
平均 8.03 9.15 74.9 18.0 372 0.0 50.4 92 5.9 22.9 3.5 １下

は れ わ た り

ま っ し ぐ ら

つがるロマン

青 天 の 霹 靂

試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏
ｖ）

玄米
ｗ） 同左 屑米 玄米 玄米

ｘ）
検査

ｙ）

品種名 重　 標準 重 千粒重 品質　 等級 　
年次 (月.日)(月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡)（0-5）（㎏/a） 比(%) （㎏/a）（ｇ） (1-9)
2015 8.02 9.21 86.3 17.1 521 0.0 71.3 98 5.1 21.4 4.2 １中
2016 8.02 9.15 81.3 17.7 514 0.2 71.2 96 3.0 22.3 4.8 １下
2017 8.03 9.23 88.9 17.4 494 0.0 79.3 100 4.4 23.7 5.3 １下
2018 8.04 9.23 88.9 19.5 445 0.3 64.0 91 7.5 22.2 4.8 １中
2019 8.03 9.15 81.6 17.9 507 0.0 68.5 91 5.1 21.8 5.0 １下
2020 8.02 9.18 80.4 17.2 485 0.0 72.7 92 4.2 22.3 5.8 ２上
平均 8.03 9.19 84.6 17.8 494 0.1 71.2 95 4.9 22.3 5.0 １下
2015 8.03 9.23 85.6 18.6 543 0.0 73.1 (100) 5.2 22.0 4.8 １下
2016 8.03 9.14 77.0 18.2 474 0.2 73.9 (100) 2.9 22.5 5.9 ２上
2017 8.04 9.25 82.9 18.6 490 0.2 79.3 (100) 4.3 24.1 5.6 ２中
2018 8.02 9.23 80.7 19.5 450 0.1 70.7 (100) 6.4 22.5 5.3 １下
2019 8.02 9.20 78.1 17.7 562 0.0 75.3 (100) 6.1 21.9 6.0 ２下
2020 7.31 9.17 75.8 17.8 524 0.0 78.6 (100) 3.2 22.4 5.8 ２下
平均 8.02 9.20 80.0 18.4 507 0.1 75.2 (100) 4.7 22.6 5.6 ２中
2015 8.03 9.22 89.7 19.0 519 3.3 75.0 103 6.3 22.3 4.4 １中
2016 8.04 9.15 80.7 18.6 477 2.4 72.3 98 3.8 22.4 4.8 １下
2017 8.05 9.27 88.8 19.9 486 1.6 78.2 99 6.0 24.1 4.6 １下
2018 8.03 9.23 89.7 20.2 474 2.4 65.2 92 7.0 22.8 4.8 １下
2019 8.03 9.16 82.5 19.2 541 0.3 76.9 102 7.9 21.9 5.0 ２上
2020 8.02 9.11 81.8 18.6 513 0.8 77.8 99 5.0 22.3 5.0 １下
平均 8.03 9.19 85.5 19.3 502 1.8 74.2 99 6.0 22.6 4.8 １下
2015 8.04 9.20 84.2 19.2 508 0.0 68.9 94 5.8 21.8 3.8 １中
2016 8.05 9.15 75.5 18.9 465 1.0 70.2 95 3.0 22.7 4.2 １下
2017 8.06 9.25 85.5 20.1 490 0.2 79.2 100 4.7 23.8 4.1 １下
2018 8.07 9.24 86.9 20.8 451 0.3 64.0 91 8.3 22.3 4.3 １下
2019 8.03 9.19 79.5 18.8 552 0.0 70.5 94 6.1 21.6 4.8 １下
2020 8.04 9.15 76.6 18.6 553 0.0 78.0 99 3.4 22.3 5.3 １下
平均 8.05 9.20 81.4 19.4 503 0.3 71.8 95 5.2 22.4 4.4 １下

は れ わ た り

ま っ し ぐ ら

つがるロマン

青 天 の 霹 靂



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

表21 つづき 

農林総合研究所藤坂稲作部（十和田市）多肥区ｕ） 

 

 

 

表22 あおもり米優良品種選定現地適応性試験における調査成績 

 

試験 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏
ｖ）

玄米
ｗ） 同左 屑米 玄米 玄米

ｘ）
検査

ｙ）

品種名 重　 標準 重 千粒重 品質　 等級 　
年次 (月.日)(月.日) （㎝） （㎝） (本/㎡)（0-5）（㎏/a） 比(%) （㎏/a）（ｇ） (1-9)
2015 8.04 9.21 84.7 16.7 518 1.0 62.4 103 5.3 21.3 5.0 １下
2016 8.04 9.13 79.2 16.2 525 0.5 62.1 96 7.6 21.0 5.3 ２中
2017 8.02 9.22 87.6 16.3 474 1.5 60.7 99 4.6 23.4 5.0 ２上
2018 8.03 9.22 80.6 17.6 408 0.0 63.6 94 6.1 22.9 3.8 １中
平均 8.03 9.20 83.0 16.7 481 0.8 62.2 98 5.9 22.2 4.8 ２上
2015 8.03 9.23 80.0 18.0 484 0.6 60.7 (100) 7.2 22.1 5.1 ２上
2016 8.04 9.18 75.8 17.2 493 0.5 64.5 (100) 8.4 20.9 5.4 ２上
2017 8.03 9.24 84.6 17.4 474 1.4 61.3 (100) 3.7 23.9 5.0 ２上
2018 8.02 9.19 77.3 17.8 418 0.0 67.9 (100) 4.0 23.2 5.3 １下
平均 8.03 9.21 79.4 17.6 467 0.6 63.6 (100) 5.8 22.5 5.2 ２上
2015 8.03 9.22 87.8 18.3 491 2.8 62.7 103 8.6 21.9 5.6 ２中
2016 8.03 9.12 82.7 17.4 486 1.3 65.1 101 8.2 21.1 4.8 １下
2017 8.03 9.21 90.4 18.0 481 2.9 61.8 101 5.5 23.8 3.6 １下
2018 8.02 9.16 83.0 18.9 431 1.8 70.9 104 6.8 23.2 5.8 ２上
平均 8.03 9.18 86.0 18.2 472 2.2 65.1 102 7.3 22.5 5.0 ２上
2015 8.04 9.21 82.8 18.9 496 0.8 58.3 96 9.9 21.4 4.5 ２中
2016 8.04 9.14 76.8 18.2 471 0.5 55.4 86 14.3 21.0 4.3 １下
2017 8.05 9.24 84.9 18.4 459 1.8 53.6 87 8.1 23.2 3.5 １下
2018 8.04 9.19 78.3 18.9 391 0.0 63.3 93 5.8 23.1 4.0 １下
平均 8.04 9.20 80.7 18.6 454 0.8 57.6 91 9.5 22.2 4.1 ２上

は れ わ た り

ま っ し ぐ ら

青 天 の 霹 靂

つがるロマン

注．試験区の施肥量（窒素成分）はｒ）～ｕ）以下のとおりで，追肥は幼穂形成期に実施。 
ｒ）基肥0.6＋追肥0.2 kg/a。 ｓ）基肥1.0＋追肥 0.2 kg/a。 
ｔ）基肥0.7＋追肥0.3 kg/a（2015），0.6＋0.2 kg/a（2016），0.7＋0.2 kg/a（2017,2018）。 

  ｕ）基肥1.2＋追肥0.5 kg/a（2015），1.2＋0.4 kg/a（2016～2018）。 
    ｖ）0（無）～5（甚）。ｗ）選別網目は粒厚1.9 mm。  ｘ）1(上上)～9（下下）の9段階。 
   ｙ）一般財団法人日本穀物検定協会東北支部による検査。 

倒伏ｕ）精玄ｖ）同左 白米ｚ）

試験地 品種名 程度 米重　 標準 千粒 品質ｗ）検査ｘ）ﾀﾝﾊﾟｸｙ）ｱﾐﾛｰｽ

比(%) 重 等級 　質含有 含有率

（ｇ） (1-9) 率（％）（％）

2016 8.08 9.27 62.6 16.3 367 0.0 44.0 93 23.3 3.5 １上 6.3 18.1

はれわたり 2017 8.11 10.10 75.7 16.2 381 0.0 49.2 90 23.9 4.0 ２上 6.3 20.7

東通村 平均 8.09 10.03 69.2 16.3 374 0.0 46.6 91 23.6 3.8 １下 6.3 19.4

2016 8.08 9.27 68.1 17.7 307 0.0 47.4 (100) 23.0 4.0 １上 6.5 19.5

まっしぐら 2017 8.10 10.10 69.6 17.3 335 0.0 54.5 (100) 24.0 5.0 ２上 6.4 22.7

平均 8.09 10.03 68.9 17.5 321 0.0 51.0 (100) 23.5 4.5 １下 6.5 21.1

2015 8.02 9.22 81.7 15.9 557 3.0 63.8 100 23.7 5.5 １中 5.8 18.9

2016 8.08 9.19 71.6 15.8 428 1.0 58.8 99 22.7 4.0 １上 5.8 17.9

2017 8.04 9.25 77.2 16.3 377 1.0 55.0 87 23.8 5.5 ２上 5.9 19.8

はれわたり 2018 8.05 9.24 79.3 17.4 413 0.0 55.0 96 23.4 4.5 １中 6.7 19.2

2019 8.06 9.21 74.1 15.8 544 0.0 60.4 88 23.1 3.5 １中 5.7 17.0

2020 8.07 9.17 70.1 15.7 439 0.0 52.8 96 22.3 3.0 １下 5.9 15.6

横浜町 平均 8.05 9.20 75.7 16.2 492 0.8 57.6 94 23.2 4.3 １中 6.0 18.1

2015 8.02 9.22 79.3 18.0 480 2.0 64.1 (100) 23.8 5.5 １下 5.6 20.8

2016 8.07 9.19 72.8 16.8 447 2.0 59.1 (100) 22.8 4.5 １下 5.6 19.1

まっしぐら 2017 8.04 9.25 74.4 17.8 395 1.0 63.5 (100) 24.4 5.5 ２中 5.7 21.1

2018 8.03 9.22 74.2 17.9 336 0.0 57.2 (100) 23.3 5.0 １下 6.5 20.6

2019 8.05 9.22 74.6 16.0 505 0.0 68.7 (100) 23.5 4.5 １中 5.4 18.4

2020 8.06 9.18 67.1 16.7 437 0.0 55.2 (100) 21.9 5.5 １下 5.6 16.7

平均 8.04 9.21 73.7 17.2 471 0.8 61.3 (100) 23.3 5.1 １下 5.7 19.5

玄米
試験

年次

出穂
期

(月.日)

成熟
期

(月.日)

稈長

（㎝）

穂長

（㎝）

穂数

(本/
㎡)

（0-5）（㎏/a）
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表22 つづき 

 

 

 

 

倒伏ｕ）精玄ｖ）同左 白米ｚ）

試験地 品種名 程度 米重　 標準 千粒 品質ｗ）検査ｘ）ﾀﾝﾊﾟｸｙ）ｱﾐﾛｰｽ

比(%) 重 等級 　質含有 含有率

（ｇ） (1-9) 率（％）（％）

2016 8.04 9.16 69.1 15.8 407 0.0 48.3 85 21.5 4.0 １上 6.2 16.6

2017 8.03 9.27 80.7 15.8 448 0.0 48.2 87 22.8 5.5 ２下 6.3 19.3

はれわたり 2018 8.05 9.25 73.8 15.9 469 0.0 48.1 88 22.4 3.5 １中 6.3 18.0

2019 8.03 9.20 - 15.7 500 0.0 69.9 109 21.9 3.5 １中 6.0 16.0

2020 8.05 9.15 65.3 17.6 444 0.0 65.2 97 21.4 5.0 １下 6.4 15.4

八戸市 平均 8.04 9.20 72.2 16.2 472 0.0 55.9 94 22.0 4.3 １下 6.2 17.1

2016 8.04 9.20 65.9 16.8 383 0.0 56.5 (100) 21.5 5.0 １中 6.0 17.9

2017 8.03 9.26 73.6 17.0 386 0.0 55.2 (100) 23.2 5.5 ２下 6.2 21.6

まっしぐら 2018 8.05 9.25 68.8 17.5 514 0.0 54.4 (100) 22.5 4.5 １中 6.1 19.3

2019 8.03 9.20 - 15.2 428 0.0 64.1 (100) 22.3 4.5 １中 5.5 17.8

2020 8.05 9.15 69.0 16.9 463 0.0 67.5 (100) 21.7 5.0 １下 6.0 16.5

平均 8.04 9.21 69.3 16.7 446 0.0 59.5 (100) 22.2 4.9 １下 6.0 18.6

2016 8.04 9.24 74.0 16.0 501 0.0 57.1 94 21.4 5.0 １中 6.0 17.3

2017 8.06 9.29 75.5 16.1 442 1.0 47.0 89 23.0 5.0 ２下 6.0 20.3

はれわたり 2018 8.09 9.25 74.2 17.0 394 0.0 40.4 89 22.6 4.0 １上 5.7 18.5

2019 8.05 9.17 76.1 16.0 412 0.0 60.1 114 22.9 3.5 １上 5.5 16.4

2020 8.06 9.20 75.2 15.2 510 0.0 56.3 89 20.9 3.5 １中 5.7 15.4

平均 8.06 9.23 75.0 16.1 461 0.2 52.2 95 22.2 4.2 １中 5.8 17.6

2016 8.03 9.24 75.4 18.2 431 0.0 60.8 (100) 21.1 5.5 ２上 5.9 17.9

六戸町 2017 8.05 10.02 78.3 16.6 414 0.0 52.7 (100) 23.4 5.5 ３上 5.9 21.8

まっしぐら 2018 8.06 9.21 67.2 17.6 425 0.0 45.2 (100) 22.6 5.0 １中 5.7 19.2

2019 8.04 9.17 71.8 16.6 347 0.0 52.7 (100) 23.4 3.5 １上 5.4 17.8

2020 8.06 9.23 76.1 16.6 462 0.0 63.6 (100) 20.7 5.5 ２上 5.8 16.4

平均 8.04 9.23 73.8 17.1 416 0.0 55.0 (100) 22.2 5.0 ２上 5.7 18.6

2016 8.04 9.26 76.9 16.6 384 0.0 57.8 95 21.4 5.0 １中 6.3 18.8

2017 8.06 10.02 84.7 17.8 427 1.0 52.3 99 23.3 5.0 ２中 5.9 22.5

つがるロマン 2018 8.09 9.25 77.1 17.9 356 0.0 42.4 94 23.1 4.5 １中 5.4 20.5

2019 8.06 9.17 75.2 16.8 351 0.0 52.7 100 23.3 3.5 １上 5.4 18.3

2020 8.06 9.23 76.7 16.7 393 3.0 68.9 108 20.9 5.0 １下 5.7 17.7

平均 8.06 9.24 78.1 17.2 372 0.8 54.8 100 22.4 4.6 １下 5.7 19.6

2019 8.03 9.21 79.2 16.3 429 0.0 62.3 97 22.8 3.5 １中 5.8 16.1

はれわたり 2020 8.05 9.16 72.7 16.9 310 0.0 56.8 93 22.2 3.5 １中 6.2 15.4

平均 8.04 9.18 75.9 16.6 370 0.0 59.6 95 22.5 3.5 １中 6.0 15.8

2019 8.03 9.21 75.7 17.4 407 0.0 64.0 (100) 22.9 5.0 １下 5.7 18.2

十和田市 まっしぐら 2020 8.06 9.19 68.6 17.9 357 0.0 61.3 (100) 22.6 5.0 １下 6.3 16.9

平均 8.04 9.20 72.2 17.7 382 0.0 62.7 (100) 22.8 5.0 １下 6.0 17.6

2019 8.04 9.22 78.0 17.5 384 0.0 65.5 102 23.4 5.0 １下 6.0 18.1

つがるロマン 2020 8.05 9.15 72.1 17.3 312 0.0 59.4 97 22.1 4.0 １下 6.2 17.0

平均 8.04 9.18 75.0 17.4 348 0.0 62.5 100 22.8 4.5 １下 6.1 17.6

2016 8.06 9.18 79.2 16.8 392 0.0 58.4 108 22.5 3.0 １上 5.7 16.7

はれわたり 2017 8.08 9.28 75.5 18.5 385 0.0 50.3 91 22.9 3.0 １上 5.5 18.9

平均 8.07 9.23 77.4 17.7 389 0.0 54.4 100 22.7 3.0 １上 5.6 17.8

2016 8.06 9.18 73.9 18.2 375 0.0 55.0 (100) 22.3 4.0 １中 5.6 17.5

まっしぐら 2017 8.09 9.28 72.2 20.0 383 0.0 54.1 (100) 23.1 3.5 １下 5.3 21.0

五所川原 平均 8.07 9.23 73.1 19.1 379 0.0 54.6 (100) 22.7 3.8 １下 5.5 19.3

市 2016 8.08 9.19 71.7 16.9 376 0.0 51.3 95 22.8 4.0 １上 5.5 18.2

つがるロマン 2017 8.12 9.30 78.6 18.7 329 0.5 51.5 94 23.2 3.0 １中 5.3 21.3

平均 8.10 9.24 75.2 17.8 353 0.3 51.4 94 23.0 3.5 １中 5.4 19.8

2016 8.08 9.19 75.9 19.1 380 0.0 49.5 91 22.4 3.5 １上 5.7 17.5

青天の霹靂 2017 8.10 9.30 74.1 19.1 342 0.0 39.0 71 22.8 3.0 １中 5.9 19.7

平均 8.09 9.24 75.0 19.1 361 0.0 44.3 81 22.6 3.3 １中 5.8 18.6

穂数
玄米

年次 (月.日) (月.日) （㎝）（㎝） (本/
㎡)

（0-5）（㎏/a）

試験
出穂
期

成熟
期

稈長 穂長



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

表22 つづき 

 

注．ｕ）0（無）～5（甚）。 ｖ）選別網目は粒厚1.9 mm。ｗ）1(上上)～9(下下)の9段階。ｘ）一般財団法人日本穀物

検定協会東北支部による検査。 ｙ) 2015年はフォス社インフラテック1255，2016年以降はインフラテッ

クNOVAで測定。水分15 %換算値。ｚ）2015年はブラン・ルーベ社オートアナライザーⅡ型， 2016年以降

はビーエルテック社オートアナライザーSYNCAで測定。 

倒伏ｕ）精玄ｖ）同左 白米ｚ）

試験地 品種名 程度 米重　 標準 千粒 品質ｗ）検査ｘ）ﾀﾝﾊﾟｸｙ）ｱﾐﾛｰｽ

比(%) 重 等級 　質含有 含有率

（ｇ） (1-9) 率（％）（％）

2016 08.03 09.20 72.9 16.6 429 0.0 71.6 103 23.6 5.0 １下 7.0 16.1

はれわたり 2017 08.02 09.21 75.7 18.4 370 0.0 73.0 102 25.9 4.5 １中 6.1 18.2

2018 08.03 09.22 77.0 18.8 380 0.0 63.1 96 23.4 4.0 １下 6.2 17.0

つがる市 平均 08.02 09.21 75.2 17.9 393 0.0 69.2 100 24.3 4.5 １下 6.4 17.1

車力 2016 08.04 09.22 69.7 17.9 343 0.0 69.4 (100) 23.7 5.0 １中 6.2 17.4

まっしぐら 2017 08.02 09.21 72.5 18.3 348 0.0 71.9 (100) 25.4 5.5 １下 5.6 20.2

2018 08.03 09.20 74.5 18.5 453 0.0 65.4 (100) 23.3 5.0 ２上 6.1 18.3

平均 08.03 09.21 72.2 18.2 381 0.0 68.9 (100) 24.1 5.2 １下 6.0 18.6

つがるロマン 2016 08.04 09.20 74.0 18.1 364 0.0 67.4 97 24.0 4.0 １中 6.6 17.8

2017 08.03 09.21 78.8 19.4 399 0.0 73.1 102 25.2 4.5 １中 5.8 20.0

2015 08.01 09.21 81.0 16.7 483 0.0 63.7 96 23.1 4.0 １上 6.3 19.1

2016 08.03 09.17 85.9 16.3 533 1.5 70.6 98 22.4 4.0 １中 6.6 16.7

2017 08.06 09.27 83.3 18.4 407 0.2 72.3 97 23.9 4.0 １中 5.6 19.0

はれわたり 2018 08.04 09.22 81.9 17.1 442 0.0 59.3 97 23.3 4.0 １下 6.5 16.8

2019 08.01 09.17 84.4 16.7 472 0.0 74.5 95 22.1 4.5 １中 6.3 15.7

2020 08.03 09.11 77.1 16.9 428 2.5 66.8 92 22.8 4.5 １下 6.8 15.0

平均 08.03 09.19 82.3 17.0 461 0.7 67.9 96 22.9 4.2 １中 6.4 17.1

2015 08.01 09.24 82.8 18.8 408 1.0 66.6 (100) 23.1 4.5 １中 6.5 19.6

2016 08.03 09.17 85.1 17.7 507 1.0 72.3 (100) 22.7 4.0 １中 6.8 16.5

2017 08.07 09.27 77.5 19.0 416 0.0 74.5 (100) 24.7 4.5 １中 5.6 20.5

中泊町 まっしぐら 2018 08.03 09.20 73.8 17.2 460 0.0 61.1 (100) 23.5 4.5 １下 6.8 18.0

2019 08.02 09.18 86.3 18.4 530 0.0 78.6 (100) 21.9 5.5 ２中 6.3 16.8

2020 08.01 09.14 72.2 18.3 324 2.5 72.9 (100) 23.0 5.5 １下 6.8 15.9

平均 08.02 09.20 79.6 18.2 441 0.8 71.0 (100) 23.2 4.8 １下 6.5 17.9

2015 08.02 09.24 84.3 18.2 475 3.0 63.8 96 23.7 4.0 １上 6.2 21.6

2016 08.04 09.20 88.3 17.4 504 3.0 66.3 92 22.3 4.5 １中 7.0 17.6

2017 08.07 09.28 83.3 19.0 402 0.2 67.7 91 24.2 4.0 １中 5.8 20.5

つがるロマン 2018 08.05 09.22 79.1 18.4 440 1.0 59.7 98 23.4 4.5 １下 6.7 18.4

2019 08.01 09.18 84.4 17.8 487 1.0 74.9 95 22.1 5.0 １下 6.2 17.1

2020 08.03 09.10 80.7 18.1 424 2.5 68.7 94 23.2 4.5 １下 6.8 16.7

平均 08.03 09.20 83.4 18.2 455 1.8 66.9 94 23.2 4.4 １中 6.5 18.7

2016 08.04 09.14 74.7 15.6 383 0.0 60.7 106 22.9 3.5 １上 6.2 15.9

2017 08.02 09.18 78.9 16.3 444 0.0 62.4 101 24.5 4.5 １上 6.1 18.1

はれわたり 2018 08.01 09.18 78.7 17.2 366 0.0 51.7 88 23.1 3.0 １上 6.6 16.0

2019 07.31 09.09 73.3 16.0 333 0.0 49.5 86 22.0 3.0 １上 6.0 15.4

平均 08.01 09.14 76.4 16.3 382 0.0 56.1 95 23.1 3.5 １上 6.2 16.4

2016 08.04 09.15 70.3 17.2 355 0.0 57.2 (100) 23.0 4.0 １中 6.0 16.9

2017 08.02 09.19 76.1 17.7 400 0.0 61.9 (100) 24.0 4.0 １下 5.7 19.8

まっしぐら 2018 08.01 09.18 73.2 17.2 389 0.0 58.9 (100) 24.0 4.5 １中 6.5 17.7

2019 07.30 09.08 74.3 17.2 444 0.0 57.4 (100) 21.4 4.5 １上 6.0 16.2

つがる市 平均 08.01 09.15 73.5 17.3 397 0.0 58.9 (100) 23.1 4.3 １中 6.1 17.7

木造 2016 08.04 09.15 72.3 16.9 352 0.0 60.2 105 23.3 3.5 １中 6.3 18.2

2017 08.03 09.19 79.7 18.5 338 0.0 62.0 100 24.0 4.0 １中 6.0 19.8

つがるロマン 2018 08.02 09.18 79.2 18.5 362 3.0 57.2 97 23.8 4.0 １中 6.5 17.8

2019 08.01 09.08 73.4 16.8 433 0.0 58.2 101 21.7 4.0 １中 6.2 17.4

平均 08.02 09.15 76.2 17.7 371 0.8 59.4 101 23.2 3.9 １中 6.3 18.3

2016 08.04 09.15 74.3 18.4 431 0.0 50.3 88 23.1 3.5 １中 6.2 17.3

2017 08.02 09.19 72.8 17.3 408 0.2 56.5 91 23.9 3.0 １中 6.0 18.2

青天の霹靂 2018 08.04 09.20 76.6 18.5 405 1.0 53.8 91 23.4 3.0 １中 6.7 17.4

2019 08.02 09.10 73.1 17.9 404 0.0 54.4 95 22.1 4.0 １中 6.2 16.3

平均 08.03 09.16 74.2 18.0 412 0.3 53.8 91 23.1 3.4 １中 6.3 17.3

穂数
玄米

年次 (月.日) (月.日) （㎝）（㎝） (本/
㎡)

（0-5）（㎏/a）

試験
出穂
期

成熟
期

稈長 穂長
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表23 あおもり米優良品種選定試験における食味官能試験 

水稲品種開発部（黒石市） 

 

年次 産米 基準品種

2015 黒石 0.111 0.000 0.111 0.111 0.167 -0.222 つがるロマン 2015.11.06 (18)

2016 黒石 0.417 0.250 0.000 0.083 0.500 -0.333 * つがるロマン 2016.11.04 (12)

2017 黒石 0.917 *** 0.583 ** 0.250 0.417 * 0.833 *** -0.667 ** つがるロマン 2017.11.07 (12)

2017 黒石 0.333 0.133 0.067 0.267 * 0.400 * -0.733 *** つがるロマン 2017.11.08 (15)

2017 黒石 0.533 ** 0.400 * 0.067 0.267 * 0.733 *** -0.933 *** つがるロマン 2017.11.17 (15)

2017 五所川原 0.769 *** 0.385 * 0.000 0.231 0.769 *** -0.923 *** つがるロマン 2017.11.21 (13)

2017 木造 0.625 *** 0.000 0.063 0.313 * 0.625 *** -0.688 *** つがるロマン 2017.11.24 (16)

2018 黒石 0.357 0.429 ** 0.000 0.500 ** 0.643 * -0.929 ** つがるロマン 2018.11.02 (14)

2018 黒石 0.214 0.357 * 0.000 0.286 * 0.500 * -0.500 * つがるロマン 2018.11.14 (14)

2018 黒石 0.588 ** 0.294 0.000 0.353 * 0.765 *** -0.471 ** つがるロマン 2018.11.15 (17)

2018 中泊 0.688 ** 0.188 0.000 0.375 * 0.688 ** -0.563 *** つがるロマン 2018.11.26 (16)

2018 木造 0.412 * 0.412 ** 0.059 0.235 0.471 ** -0.176 つがるロマン 2018.11.27 (17)

2019 中泊 0.471 ** 0.176 0.000 0.353 * 0.353 * -0.412 ** つがるロマン 2019.11.26 (17)

2019 十和田 0.200 0.533 ** 0.067 0.067 0.333 -0.533 * つがるロマン 2019.11.27 (15)

2019 六戸 0.375 0.188 0.000 0.313 0.688 *** -0.938 *** つがるロマン 2019.11.29 (16)

2019 黒石 0.588 *** 0.235 * 0.118 0.235 * 0.529 *** -0.412 * つがるロマン 2019.12.02 (17)

2019 黒石 0.625 ** 0.125 0.063 0.188 0.688 *** -0.563 * つがるロマン 2019.12.03 (16)

2020 黒石 0.533 ** 0.267 * 0.067 0.333 * 0.600 ** -0.333 * つがるロマン 2020.11.02 (15)

2020 黒石 0.500 ** 0.786 *** 0.214 0.643 *** 0.357 -0.500 * つがるロマン 2020.11.06 (14)

2020 中泊 0.385 0.154 0.000 0.385 0.462 * -0.308 つがるロマン 2020.11.25 (13)

2015 黒石 0.273 * 0.045 0.000 0.182 * 0.364 ** -0.091 まっしぐら 2015.11.11 (22)

2015 黒石 0.263 0.158 0.105 0.105 0.368 ** -0.421 ** まっしぐら 2015.11.19 (19)

2016 黒石 0.450 ** 0.300 * 0.050 0.200 0.250 -0.250 まっしぐら 2016.11.09 (20)

2016 黒石 0.333 0.133 0.133 0.333 * 0.467 * -0.133 まっしぐら 2016.11.10 (15)

2016 車力 -0.071 -0.071 0.071 -0.071 0.071 -0.071 まっしぐら 2016.11.21 (14)

2016 中泊 0.500 * 0.063 -0.063 0.125 0.500 * -0.250 まっしぐら 2016.11.24 (16)

2017 黒石 0.643 *** 0.071 0.000 0.286 * 0.714 *** -0.429 ** まっしぐら 2017.11.13 (14)

2017 黒石 0.500 ** 0.250 0.167 0.250 0.417 -0.500 ** まっしぐら 2017.11.14 (12)

2017 車力 0.692 *** 0.308 * 0.077 0.462 ** 0.692 *** -0.538 ** まっしぐら 2017.11.22 (13)

2017 中泊 0.533 ** 0.200 0.000 0.200 0.733 *** -0.867 *** まっしぐら 2017.11.27 (15)

2018 黒石 0.467 ** 0.267 * 0.133 0.200 0.533 ** -0.667 *** まっしぐら 2018.11.09 (15)

2018 黒石 0.667 *** 0.167 -0.083 0.333 * 0.583 ** -0.417 * まっしぐら 2018.11.13 (12)

2018 車力 0.538 ** 0.308 0.000 0.385 * 0.615 *** -0.615 *** まっしぐら 2018.11.22 (13)

2020 黒石 0.643 *** 0.000 0.000 0.500 ** 0.714 * -0.571 ** まっしぐら 2020.11.13 (14)

2020 十和田 0.438 * 0.375 * 0.000 0.313 * 0.500 ** -0.313 まっしぐら 2020.11.26 (16)

2015 黒石 0.250 0.063 0.000 0.063 0.500 ** -0.375 * 青天の霹靂 2015.11.13 (16)

2016 黒石 0.444 * 0.222 0.000 0.333 0.111 -0.444 青天の霹靂 2016.11.14 (9)

2017 黒石 0.533 ** 0.200 0.000 0.333 * 0.600 *** -0.533 ** 青天の霹靂 2017.11.15 (15)

2018 黒石 0.625 ** 0.188 0.000 0.438 ** 0.750 *** -0.625 ** 青天の霹靂 2018.11.19 (16)

2020 黒石 0.571 ** 0.214 0.071 0.429 ** 0.500 * -0.429 ** 青天の霹靂 2020.11.20 (14)

2015 黒石 0.200 0.050 0.050 0.150 0.400 ** -0.300 * コシヒカリ 2015.12.02 (20)

2016 黒石 0.417 0.167 0.000 0.083 0.667 *** -0.167 コシヒカリ 2016.11.28 (12)

2017 黒石 0.000 0.000 0.000 0.077 0.308 * -0.538 * コシヒカリ 2017.11.28 (13)

2018 黒石 0.471 ** 0.059 0.000 0.176 0.471 * -0.529 *** コシヒカリ 2018.11.21 (17)

2020 黒石 0.688 *** 0.313 0.063 0.625 *** 0.500 ** -0.063 コシヒカリ 2020.11.24 (16)

平均 0.482 0.295 0.057 0.298 0.555 -0.557 つがるロマン 20回

0.458 0.172 0.039 0.253 0.502 -0.409 まっしぐら 15回

0.485 0.177 0.014 0.319 0.492 -0.481 青天の霹靂 5回

0.355 0.118 0.023 0.222 0.469 -0.319 コシヒカリ 5回

評価項目ｚ） 試験日(実施者数)

総合 外観 香り 味 粘り 硬さ



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

表23 つづき 

藤坂稲作部（十和田市，基準品種は‘まっしぐら’） 

 

 

Ⅵ．育成の意義と今後の展開 

 

‘はれわたり’の両親は‘青系169号’，‘青系

170号’と，どちらも青系系統である。青森県に限

らず，水稲の品種改良においては他県で育成された

品種・系統を遺伝資源として交配に利用し，育成が

進められてきており，これまで青森県で育成されて

きた主食用品種はすべて両親のいずれか，もしくは

両方に他県育成のものが利用されている。‘はれわ

たり’は主食用として初めて青系同士の交配から誕

生した品種であり，系譜上にも多数青系系統が存在

する（図1）。これは青森県の厳しい気象や時代の

ニーズに適合すべく，品種改良を長年続けてきた成

果の積み重ねによるものであることを示している。  
しかし，青系同士の交配故に，育成当初はそれほ

ど期待される組合せではなかった。また育成経過の

交配の項で述べたとおり，どちらの系統も玄米品質

に欠点があったため，それらを克服できるかは未知

数であった。案の定，初期世代では玄米品質が劣る

ものが多く，選抜歩留まりも低く，生産力検定に供

試されたのは3系統のみであった。その中から唯一

選抜された，後の‘はれわたり’となる‘青系196
号’は，玄米品質は‘つがるロマン’並，食味は

‘つがるロマン’より明らかに優り，両親の欠点を

克服しつつ，極良食味化が図れたものであった。  
 極良食味品種については‘青天の霹靂’が2014年  
に育成され，穀物検定協会の「特Ａ」評価を連続取  
得しており，県内に2つの「特Ａ」品種は不要であ  

 
る，等の声もあったが，‘青天の霹靂’は栽培地域

が限定されている他，タンパク質含有率等の出荷制

限が設けられているため，‘青天の霹靂’が生産で

きない地域や，制限なく良食味米を生産したい生産

者からは生産可能な極良食味品種の要望があった。

また，以前から問題となっていた‘つがるロマン’

の胴割粒発生による品質低下が益々顕著となり，

‘つがるロマン’に替わる，胴割れし難く，家庭用

単品販売が可能な良食味品種が望まれていた。  
この頃，水稲品種開発部では胴割れ耐性に関する

選抜は特に行っておらず，生産力検定本試験に供試

された系統の調査のみを行っていたが，‘青系196
号’は‘つがるロマン’，‘まっしぐら’より明ら

かに胴割粒発生が少なく（写真2），その程度は，

後に青森県の胴割れ耐性基準の「強」として選定さ

れるレベルであった５）。  
2018年，青森県は‘つがるロマン’に替わる新品

種導入を目指し，県重点推進事業「あおもり米新品

種導入に向けた現地実証試験」を立ち上げ，‘青系

196号’を含めた系統比較試験を行った。その結

果，‘青系196号’は胴割粒の発生が明らかに少な

いこと，食味は粘りが強く，軟らかく，舌触りが滑

らかで食感が良く，これまでの青森米にはないタイ

プであること，その要因としてアミロース含有率が

安定して通常のうるち米よりやや低いことが挙げら

れることが確認された。また，品種選定と同時に栽

培マニュアル作成のための栽培試験も行われ，デー

タの蓄積が着々と進められていた。  

注．z) 総合，外観，香り，味については+3（基準よりかなり良い）～-3（基準よりかなり不良），粘りについ

ては+3（基準よりかなり強い）～-3（基準よりかなり弱い），硬さについては+3（基準よりかなり硬

い）～-3（基準よりかなり軟らかい）による。 
＊，＊＊，＊＊＊はｔ検定の結果，基準品種との差がそれぞれ5 %，1 %，0.1 %水準で有意であることを示す。 

年次 産米

2015 藤坂 0.467 ** 0.133 -0.133 0.133 0.200 -0.133 2015.11.13 (15)

2015 藤坂 0.500 * 0.286 -0.071 0.214 0.429 -0.286 2015.11.17 (14)

2016 藤坂 0.400 0.333 0.067 0.467 ** 0.333 -0.067 2016.11.11 (12)

2016 藤坂 0.286 0.357 0.071 0.214 0.214 -0.286 2016.11.17 (14)

2016 六戸 0.286 0.143 0.143 0.286 * 0.143 -0.500 * 2016.11.22 (14)

2017 藤坂 0.083 0.167 0.000 -0.083 0.583 * -0.833 *** 2017.11.10 (12)

2017 藤坂 0.000 0.067 -0.067 0.200 0.200 -0.267 * 2017.11.16 (15)

2017 八戸 0.000 0.286 -0.071 0.071 0.143 -0.143 2017.11.20 (14)

2017 東通 -0.333 0.067 -0.067 -0.133 0.067 -0.667 ** 2017.11.22 (15)

2018 藤坂 0.500 ** 0.333 * -0.083 0.417 * 0.500 ** -0.167 2018.11.07 (12)

2018 八戸 0.091 0.364 0.182 0.364 0.545 ** -0.091 2018.11.14 (11)

2018 六戸 0.000 0.182 -0.182 0.000 0.545 ** -0.455 * 2018.11.15 (11)

2018 藤坂 0.308 0.231 0.077 0.308 0.385 * -0.077 2018.11.20 (13)

平均 0.199 0.227 -0.010 0.189 0.330 -0.305 13回

評価項目 試験日(実施者数)

総合 外観 香り 味 粘り 硬さ
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2022年，晴れて奨励品種‘はれわたり’としてプ

レデビューを果たし，同時に栽培マニュアル１）も

発行され，デビュー年から良質・良食味米生産を可

能にする，これまでにない新しい取り組みが示され

た。また，デビューに合わせて特設Ｗｅｂサイトが

設けられ，ロゴやキービジュアルが示され（図

4），‘青天の霹靂’に続き，デビューキャンペー

ンが催された。これらの取り組みの結果，2022年産

米は参考品種として，2023年産米は本出品として

「特Ａ」評価を取得し，さらに猛暑となった2024年
産米は‘青天の霹靂’が「Ａ」評価となったにも関

わらず，3年連続で「特Ａ」評価を取得した。  
 このような中で‘はれわたり’の認知度，評価は

徐々に向上し，2025年の作付面積は6,600 haとなっ  
ている。また，弘前市の（有）リンゴミュージック

に所属する，お米農家を応援するボーカルグルー

プ，「ライスボール」が‘はれわたり’の名を冠し

た楽曲を発表するなどにより（写真3），これまで

米の品種にあまり関心のなかった層など，多方面で

‘はれわたり’の名が広まり，今後の更なる認知

度，評価向上が期待される。  
 今後の課題として白未熟粒発生に係る高温耐性の

向上が挙げられる。育成時に高温耐性検定を行って

いなかったため，データは未掲載だが，‘はれわた

り’は同じく高温登熟が関与する胴割れ耐性は強い

ものの，白未熟粒発生については‘まっしぐら’と

同程度の「中」である。今後，‘はれわたり’に高

温耐性遺伝子を導入するなどにより，高温耐性の向

上を目指していく。また，‘はれわたり’の主な特

徴である胴割れ耐性や，やや低アミロース性につい

て，遺伝的要因は解明されていないため，ゲノム解

析を行い，DNAマーカー等を利用した，効率的育

種の実現を目指す予定である。  
 ‘青天の霹靂’の育成期間が8年だったのに対

し，‘はれわたり’  の育成期間が13年であること

からも分かるとおり，始めからレールが敷かれてい

た訳ではなかったが，地道な選抜と時代のニーズが

マッチしたこと，新品種と栽培マニュアルをセット

でリリースするという，新たな方式を示したこと，

これらが本品種を育成した意義であると考える。

 

写真２ 胴割粒発生状況（2019年，育成地） 

注.グレインスコープで，光を透過させて観察。 図４ ‘はれわたり’のロゴ及びキービジュアル 

写真３ 「ライスボール」による楽曲，‘はれわたり’の 

ＣＤ及びデジタルジャケット写真 



水稲新品種‘はれわたり’の育成 
 

Ⅶ．栽培適地並びに栽培上の注意 

 

１．栽培適地及び普及見込み面積  
‘はれわたり’の作付推奨地帯は県南北東・津軽

半島北部地帯を除く県内全域で，普及見込み面積

は約8,000 haである。  
２．栽培上の注意事項  
(1) 安定して良食味・高品質米生産を行うため，

青森県発行の普及する技術「水稲新品種「はれ

わたり」の良食味・高品質米生産のための栽培

法」及び「「はれわたり」栽培マニュアルを参

照する。  
(2) 穂発芽性が「かなり難」であり，種子の休眠

が深いことから，播種はハト胸状態をきちんと

確認して行う。  
 

Ⅷ．命名の由来 

 

 品種名は，全国から約1万件の応募の中から，

「青森の晴れ渡る空から恵みを受けた，すがすが

しく輝くお米」をイメージして，‘はれわたり’

と命名された。 
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A New Rice Variety ‘Harewatari’ 
 

Shinichiro KANDA，Kazuharu MAEDA，Toyokazu UEMURA，Yukari WAKAMOTO 
Mitsuru SUTO，Kei KAJITA，Wataru KOBAYASHI，Kouki SUTO  
Shigeharu MORIYAMA，Yoichi KAWAMURA and Yusuke OCHIAI 

 
 

Summary 
 

  A new rice variety, ‘Harewatari’ , has been bred at the Aomori Prefectural Industrial Technology Research Center, 

Agricultural Research Institute. Harewatari is a non-glutinous rice variety, with early to medium maturity, good grain 

quality , eating quality, high blast resistance and a lower incidence of cracked grains. It was selected from the progeny of a 

cross between Aokei 169 and Aokei 170 conducted in 2009. One promising line in the F7 progenies was selected and named 

‘Aokei 196’. This line was tested for local adaptability in Aomori Prefecture from 2015. Aokei 196 was adopted as a 

recommended variety in Aomori Prefecture in 2022 and named ‘Harewatari’ . 

  The agronomic characteristics of Harewatari are as follows: 

  (1) It belongs to the early to medium maturing group in Aomori Prefecture. Compared to‘Masshigura’,its date of heading 

is 1 day later and its date of maturity is nearly equal to that of Masshigura. 

  (2) Its plant type is a partial panicle weight type with a medium culm. 

  (3) Its lodging resistance is slightly superior to that of‘Tsugaruroman’ and slightly inferior to that of Masshigura. 

  (4) Its tolerance to sterility caused by low temperature at the booting stage is slightly superior to that of Masshigura. 

  (5) It is assumed to have the true blast-resistant genes Pia and Pii .Its field resistances to leaf blast is nearly equal to that 

of Masshigura, and its resistance to panicle blast is superior to that of Masshigura. 

  (6) Its grain yield is nearly equal to that of Masshigura. 

  (7) Its grain appearance grade is slightly superior to that of Masshigura. 

  (8) Its amylose content is slightly lower than that of Masshigura. 

  (9) Its eating quality of cooked rice is obviously superior to those of Tsugaruroman and  Masshigura.
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写真４ ‘はれわたり’の草姿 

注．（地独）青森県産業技術センター農林総合研究所（黒石市），2019年 

写真５ ‘はれわたり’と比較品種の稲株 

注．左：‘はれわたり’ 中央：‘つがるロマン’ 右：‘まっしぐら’ 
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＜付表１＞育成従事者氏名と従事期間 

注．種苗法に基づく品種登録出願時の育成従事期間を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ ‘はれわたり’と比較品種の籾と玄米 

注．左：‘はれわたり’ 中央：‘つがるロマン’ 右：‘まっしぐら’ 

年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 所属

世代 交配･F1 F2･3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 （令和７年４月現在）

神田 伸一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青森産技農総研水稲品種開発部

前田 一春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青森産技りんご研

上村 豊和 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青森産技本部企画経営室

若本 由加里 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
青森県中南農林水産事務所
農業普及振興室

須藤 充 ○ ○ ○ ○ 元職員

梶田 啓 ○ ○ ○ ○ 青森産技りんご研

小林 渡 ○ ○ ○ 青森産技農総研水稲品種開発部

須藤 弘毅 ○ ○ ○ 元職員

森山 茂治 ○ ○ 青森産技農総研水稲品種開発部

川村 陽一 ○ 元職員

落合 祐介 ○ 青森産技農総研水稲品種開発部
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＜付表２＞品種登録時の品種特性表（2026年品種登録時の特性記録に基づく） 

階級 区分 階級 区分 階級 区分

1 しょう葉のアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

2 基部葉の葉しょうの色 1 緑 1 緑 1 緑

3 葉の緑色の濃淡 5 中 4 やや淡 5 中

4 葉のアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

5 葉のアントシアニン着色の分布 - - -

6 葉しょうのアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

7 葉しょうのアントシアニン着色の強弱 - - -

8 葉身表面の毛じ 5 中 5 中 5 中

9 葉耳のアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

10 葉の襟のアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

11 葉舌の形 3 裂形 3 裂形 3 裂形

12 葉舌の色 1 無色 1 無色 1 無色

13 葉身の長さ 5 中 5 中 5 中

14 葉身の幅 5 中 5 中 5 中

15 初期の止め葉の姿勢 1 立 1 立 1 立

16 後期の止め葉の姿勢 3 半立 1 立 1 立

17 稈の向き 3 半立 3 半立 3 半立

18 稈のひざまずきの有無（浮稲品種に限る。） - - -

19 出穂期 4 やや早 4 やや早 5 中

20 雄性不稔性 1 無 1 無 1 無

21 初期の外頴のキールのアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

22 初期の外頴頂部下のアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

23 初期の外頴頂部のアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

24 柱頭の色 1 白 1 白 1 白

25 稈の太さ 7 太 7 太 6 やや太

26 稈の長さ（浮稲品種を除く。） 5 中 4 やや短 5 中

27 稈の節のアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

28 稈の節のアントシアニン着色の強弱 - - -

29 稈の節間のアントシアニン着色の有無 1 無 1 無 1 無

30 穂の主軸の長さ 4 やや短 5 中 5 中

31 穂数 4 やや少 4 やや少 4 やや少

32 芒の有無 9 有 9 有 9 有

33 初期の芒の色 1 黄白 1 黄白 1 黄白

34 芒の分布 5 全体 5 全体 5 全体

35 最長芒の長さ 1 極短 1 極短 2 短

36 外頴の毛じ 5 中　 5 中　 5 中　

37 外頴先端の色 1 白 1 白 1 白

38 後期の芒の色 1 黄白 1 黄白 1 黄白

39 穂の主軸の湾曲度 2 傾く 3 垂れる 3 垂れる

40 穂の二次枝梗の有無 9 有 9 有 9 有

41 穂の二次枝梗の型 2 ２型 2 ２型 2 ２型

42 穂型 2 紡錘形 2 紡錘形 2 紡錘形

43 穂の抽出度 9 穂軸もよく抽出 9 穂軸もよく抽出 9 穂軸もよく抽出

まっしぐらはれわたり
形
質
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形質
つがるロマン
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注．品種登録出願に係る現地調査のデータも加味されているため，育成時の評価と異なる階級のものがある。 

階級 区分 階級 区分 階級 区分

44 成熟期 4 やや早 4 やや早 5 中

45 葉の枯れ上がりの時期 5 中 5 中 5 中

46 頴の色 1 黄白 1 黄白 1 黄白

47 頴の模様 1 無 1 無 1 無

48 後期の外頴のキールのアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

49 後期の外頴頂部下のアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

50 後期の外頴頂部のアントシアニンの着色 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

51 護頴の長さ 6 やや長 5 中 5 中

52 護頴の色 1 黄白 1 黄白 1 黄白

53 籾の千粒重 5 中 5 中 5 中

54 籾の長さ 5 中 5 中 5 中

55 籾の幅 5 中 5 中 5 中

56 頴のフェノール反応の有無 - - -

57 頴のフェノール反応による着色の濃淡 - - -

58 玄米の千粒重 5 中 5 中 5 中

59 玄米の長さ 5 中 5 中 5 中

60 玄米の幅 5 中 5 中 5 中

61 玄米の形 2 長円形 2 長円形 2 長円形

62 玄米の色 2 淡褐 2 淡褐 2 淡褐

63 胚乳の型 3 粳 3 粳 3 粳

64 胚乳のアミロース含量 5 ５型 5 ５型 5 ５型

65 胚乳の色 2 白色半透明 2 白色半透明 2 白色半透明

66 精米のアルカリ崩壊性 - - -

67 玄米の香り 1 無又は極弱 1 無又は極弱 1 無又は極弱

68 低温発芽性（陸稲品種に限る。） - - -

69 障害型耐冷性 6 やや強 5 中 5 中

70 穂発芽性 8 かなり難 7 難 6 やや難

71 耐倒伏性 7 強 7 強 5 中

72 脱粒性 7 難 7 難 7 難

73 いもち病抵抗性推定遺伝子型 Pia,Pii Pia,Pii Pia,Pii

74 葉いもちほ場抵抗性 7 強 7 強 6 やや強

75 穂いもちほ場抵抗性 8 かなり強 6 やや強 5 中

76 白葉枯病抵抗性品種群別 - - -

77 白葉枯病ほ場抵抗性 - - -

78 しま葉枯病抵抗性品種群別 - - -

79 ツマグロヨコバイ抵抗性品種群別 - - -

80 トビイロウンカ抵抗性推定遺伝子型 - - -

81 精玄米の心白の発現（酒米品種に限る。) - - -

82 グルテリン含量 - - -

83 カドミウム吸収性 - - -

84 高温登熟性 - - -

85 着粒密度 6 やや密 6 やや密 6 やや密
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